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みんなに届け　希望の花火
10月11日に東・西地区の２か所で打ち上げました。
市公式ムービーチャンネルで公開中。

今月の内容
２㌻　令和2年度 市の財政事情
６㌻　シリーズ市政の今
 ８㌻　知ろう！行ってみよう！
　　　 フレアス舞鶴

新型コロナワクチン接種情報…12㌻に掲載。
問新型コロナワクチン接種コールセンター（☎68・9225、平日9時～17時）
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決
算

　
令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
い
う
、か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
緊
急
事
態
へ
の
対
応
と
、感
染
症
に
打

ち
勝
ち
、乗
り
越
え
る
持
続
可
能
な
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム「
ビ
ヨ
ン
ド
・
コ
ロ
ナ
社
会
」の

構
築
に
向
け
て
、「
I
T
を
活
用
し
た
心
が
通

う
便
利
で
心
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
」施
策
を

推
進
す
る
た
め
、移
住
・
定
住
の
促
進
、関
係

人
口
の
創
出
、子
育
て
環
境
日
本
一
に
向
け

た
子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
支
え
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

※
詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
財
政
課（
☎
66
・
1
0
4
6
）

令
和
２
年
度

市
の
財
政
事
情

「
ビ
ヨ
ン
ド
・
コ
ロ
ナ
社
会
」
の

構
築
に
向
け
て

「
I
T
を
活
用
し
た
心
が
通
う

便
利
で
心
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
」

を
実
現
さ
せ
る
施
策
の
推
進

歳入総額は 453 億 6,143 万円で、前年度に
比べ 110 億 965 万円増加しました。固定資
産税をはじめとする市税が減少しましたが、
地方消費税交付金や地方交付税の増加に加え、
新型コロナウイルス感染症に対応するための
国庫支出金の増加などにより、総額が前年度
を大きく上回りました。

歳出総額は 447 億 813 万円で、前年度に比
べ 107 億 481 万円増加しました。総務費で、
新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策と
して実施した特別定額給付金給付事業が皆増
となり、前年度から 90 億 5,803 万円増加し
ました。このほか、教育費で、小・中学校の
未来を拓く学びの環境整備事業（オンライン
学習環境整備）が大幅な増額となり、前年度
から 9 億 6,975 万円増加しました。

歳入

歳出

その他
30億7,335万円

府支出金
29億9,549万円

公債費
36億726万円

市　債
36億6,144万円

総務費
137億2,925万円

労働費
5,410万円

土木費
39億6,200万円

国庫支出金
159億5,355万円

教育費
36億5,611万円

繰入金
4,844万円

議会費
3億438万円

市　税
116億1,811万円

衛生費
35億7,899万円

地方消費税
交付金

17億2,346万円

商工費
12億3,614万円

地方交付税
62億8,759万円

災害復旧費
523万円

民生費
123億4,489万円農林水産業費

9億1,292万円

消防費
13億1,686万円

453 億
6,143 万円

447 億
813 万円

市に入ったお金

市が使ったお金
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主な使い道
令和２年度の主な事業 心豊かに暮らせるまちづくり

舞鶴版 Society5.0 for SDGs 推進事業【4,099 万円】
質の高い乳幼児教育の推進【3,689 万円】
次期最終処分場整備事業【4 億 1,437 万円】
清掃事務所（第１工場）長寿命化工事 【5 億 1,557 万円】
ウズベキスタンホストタウン推進等事業【468 万円】

安心のまちづくり

障害者共同生活援助給付費【1 億 6,252 万円】
地域密着型サービス拠点施設整備事業費補助金 【4,382万円】
漁港海岸保全対策事業【1 億 1,197 万円】

万願寺甘とう振興事業【818 万円】
茶業振興対策事業【315 万円】
企業誘致実現プロジェクト事業【1 億 5,666 万円】
主要幹線等市道整備の推進【7 億 2,776 万円】

活力あるまちづくり新型コロナウイルス感染症対策

特別定額給付金給付事業【81 億 7,647 万円】
休業要請対象事業者支援給付金【6,744 万円】
ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業【1 億 1,479 万円】
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業【1 億 853 万円】
学校施設の感染症防止対策（小・中学校）【8,531 万円】
児童福祉施設等の感染症防止対策【8,216 万円】
未来を拓く学びの環境整備事業 【4 億 5,229 万円】

「まいづる地域商品券」発行事業【5,299 万円】
まいづる冬グルメキャンペーン事業【4,514 万円】
舞鶴マイクロツーリズム推進事業【2,065 万円】
市役所機能強化事業【6,689 万円】

GIGA スクール構想の実現に向けた１人１台端末の整備
未来を拓く学びの環境整備事業【8 億 3,676 万円】

移住定住の促進【4,067 万円】
シンガポールから移住されたご夫婦

地方創生拠点整備事業【8 億 8437 万円】
多世代交流施設まなびあむ整備

雨水処理事業【2 億 9,817 万円】※下水道事業会計
整備中の大手ポンプ場

浸水・治水対策の推進【1 億 9,242 万円】
排水ポンプ車購入

漁港施設等の整備【9,773 万円】
成生漁港の物揚場整備

ワクチン接種体制確保事業【3,190 万円】
集団接種会場の準備と模擬訓練の様子

※ 1　写真は各事業のうち、代表的なものを掲載しています。
※ 2　「新型コロナウイルス感染症対策」の「未来を拓く学びの環境整

備事業」は「心豊かに暮らせるまちづくり」の同事業の内数です。



舞鶴市のいちおし施策

▲水位計から得た情報を閲覧できるモニタリング
　情報配信システム

【特別会計】 

【企業会計】 

会計名 歳　入 歳　出 基金残高
国民健康保険 79億7,391万円 78億1,866万円 6億6,809万円

介護保険 82億8,884万円 82億1,352万円 5億4,673万円

後期高齢者医療 13億5,908万円 13億5,395万円 ─

貯木 102万円 102万円 8,519万円

駐車場 3,954万円 2,575万円 7,829万円

会計名 収　益 費　用 当年度純利益
水道事業 19億6,961万円 17億896万円 2億6,065万円

下水道事業 34億5,311万円 32億9,128万円 1億6,183万円

病院事業 9億8,891万円 9億7,368万円 1,523万円

　
特
別
会
計
と
は
、特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
、使
用
料
な
ど
の
収
益
で
そ
の
事
業
の

経
費
を
賄
う
た
め
、一
般
会
計
と
は
区
別
し

て
収
入
・
支
出
を
処
理
す
る
会
計
で
す
。

　
ま
た
、企
業
会
計
と
は
、民
間
企
業
と
同
様

の
経
理
基
準
で
運
営
さ
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

特
別
会
計

企
業
会
計
の
決
算

【赤れんがコワーケーション推進事業】
　コワーケーションビレッジ舞鶴で、ＩＴ人材育成の
ため、民間企業や舞鶴高専と連携し、小学生を対象と
したプログラミング教室、電気工作体験教室、ホーム
ページデザイン制作ワークショップなどを実施しまし
た。

プログラミング教室

【舞鶴版Society5.0 for SDGs推進事業】
国の「SDGs未来都市」さらには全国のモデルとな

る10自治体に与えられる「SDGsモデル事業」に選定
され「ＩＴを活用した心が通う便利で心豊かな田舎
暮らし」の実現に向けた取り組みを進めています。

令和2年度は共助による移動手段（mミ ー モeemo）導入に
係る実証実験事業、産官学連携によるICTを活用した
防災・減災システム導入事業、リカレント教育トライ
アル事業、赤れんがコワーケーション推進事業、「テレ
ワークin MAIZURU」関係人口創出・拡大事業、ＡＩ
ロボティクス業務効率化事業を行いました。

この中で特に特徴的な２つの取り組みについて紹
介します。

ITを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らし

【ＲＰＡ(※1)を活用した業務効率化】
　新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策として、
いち早く市民の皆さまへ特別定額給付金を給付する
ため、AI-OCR(※2)を活用して自動で申請内容の読み
取りを行い、ＲＰＡで入力作業を自動化することで、業
務の効率化を進めました。これにより、同規模の市より
も比較的早期に給付金を給付できました。

AI・ロボティクスの活用

※1　ＲＰＡ…ソフトウェア上のロボットによる自動化
※2　AI-OCR…人工知能による光学的文学認証技術

決
算



市
が
借
り
て
い
る
お
金

公
共
施
設
の
建
設
、道
路
の
整
備
、災
害
復

旧
な
ど
の
一
度
に
多
額
の
費
用
が
必
要
な
時

に
借
り
入
れ
る
お
金
を
地
方
債
と
い
い
ま
す
。

地
方
債
に
は
、数
十
年
に
わ
た
り
使
用
す
る

施
設
を
、今
の
税
金
を
納
め
て
い
る
世
代
だ

け
が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、発
行
に
よ
り

施
設
を
使
用
す
る
次
の
世
代
に
も
負
担
し
て

も
ら
う
こ
と
で
世
代
間
の
公
平
性
を
保
つ
機

能
も
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
道
路
や
河
川
の
整
備
、生
活
に
密

着
す
る
清
掃
事
務
所
や
多
世
代
交
流
施
設「
ま

な
び
あ
む
」等
の
大
型
施
設
の
整
備
な
ど
計

画
的
な
事
業
に
伴
う
も
の
と
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
減
収
を
補

て
ん
す
る
た
め
の
地
方
債
の
発
行
で
、前
年

≪舞鶴市の財政運営≫

財
政
の
健
全
性
を
示
す
２
つ
の
指
標

こ
れ
か
ら
の
見
通
し

財政良好 財政悪化

●実質公債費比率
12.4% 25.0% 35.0%

108.6% 350%

●将来負担比率

■は令和２年度の数値

早期健全化基準 財政再生基準
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（単位：億円） 建設地方債残高の推移

53 億円減
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健
全
な
財
政
で
あ
る
か
判
断
す
る
指
標
と

し
て「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」に
定
め
ら
れ
た
実
質
公
債
費

比
率
と
将
来
負
担
比
率
が
あ
り
ま
す
。
実
質

公
債
費
比
率
は
平
均
的
な
年
間
収
入
に
対
す

る
借
金
返
済
額
の
割
合
、将
来
負
担
比
率
は

平
均
的
な
年
間
収
入
に
対
す
る
将
来
に
負
担

が
見
込
ま
れ
る
借
金
な
ど
の
割
合
を
示
し
て

い
ま
す
。舞
鶴
市
の
令
和
２
年
度
は
、ど
ち
ら

の
数
値
も
危
険
水
準（
早
期
健
全
化
基
準
）を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、引
き
続
き
健

全
な
財
政
を
維
持
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

度
よ
り
も
残
高
が
増
え
ま
し
た
が
、総
合
計

画
で
予
定
し
て
い
る
範
囲
内
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、「
建
設
地
方
債
」の
ほ
か
に
も
、収

入
の
不
足
を
補
う「
臨
時
財
政
対
策
債
」の
借

り
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、返
済
資
金
は
、

国
の
手
当
て
が
あ
る
こ
と
か
ら
、実
質
的
な

市
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令和２年度は新型コロナウイルス感染症という緊急事態へ
の対応などにより、歳入・歳出とも総額が前年度を大きく上
回りました。

今後、市税の減少が見込まれる中、今回の新型コロナウイ
ルス感染症のような緊急事態にも備えつつ、社会保障関係経
費や公共施設等の長寿命化対策、度重なる災害被害に対応し
た防災・減災対策など多くの課題に対応していかなければ
なりません。

そのためにも、補助制度の積極的な活用等による財源確保

に加え、コワーケーションを活用した新しい働き方に取り
組む企業や関係人口の増加等による税収の増加に努めると
ともに、得られた財源の中で創意工夫を凝らし、最小の経
費で最大の効果を発揮させ、ビヨンド・コロナ社会の構築
に向けて取り組む必要があります。

また、将来世代の負担軽減のため、地方債については借り
入れと返済のバランスを考慮しながら活用し、頻発する災
害に備えるために基金の取り崩し額の抑制に努め、健全な
財政運営に取り組みます。

市
の
貯
金（
基
金
残
高
）

　
基
金
と
は
、災
害
な
ど
の
予
期
せ
ぬ
出
費
や

将
来
の
投
資
に
備
え
て「
貯
金
」と
し
て
積
み

立
て
て
い
る
も
の
で
す
。災
害
の
よ
う
な
緊
急

の
支
出
に
備
え
る
た
め
に
も
、基
金
の
取
り
崩

し
を
抑
え
つ
つ
、効
果
的
に
基
金
を
活
用
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。令
和
２
年
度
は
、

取
り
崩
し
を
抑
え
、前
年
度
よ
り
５
億
円
、貯

金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■基金残高
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0 0
H27 H28 H29 H30 R1

（単位：億円）

基金残高と取り崩しの推移
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−取り崩し額（決算額）



「

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ

る
中
、昨
今
、女
性
の
就
業
率
の
向
上
な
ど
に

伴
う
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
を
背
景
に
、保
育

の
担
い
手
で
あ
る
保
育
士
の
需
要
は
全
国
的

に
高
い
状
況
で
す
。

ま
た
、保
育
士
は
、日
々
の
保
育
の
ほ
か
に

も
、保
育
記
録
の
作
成
や
安
全
管
理
の
徹
底
、

研
修
・
会
議
へ
の
参
加
、保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
あ

り
、そ
の
負
担
が
増
加
す
る
中
で
、よ
り
質
の

高
い
保
育
を
目
指
す
た
め
、業
務
負
担
の
軽

減
が
ひ
と
つ
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
支
え
る

環
境
づ
く
り
と
し
て
、子
ど
も
の
主
体
性
を

育
む
保
育
の
実
践
な
ど
に
よ
る
質
の
高
い
乳

幼
児
教
育
の
充
実
や
良
好
な
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、平
成
28

年
度
か
ら
民
間
保
育
園
へ
保
育
所
業
務
を

効
率
化
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ

ム
導
入
な
ど
を
支
援
し
、保
育
業
務
の
負
担

軽
減
や
保
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。例
え
ば
、こ
れ
ま
で
手
書
き
で

作
成
し
て
い
た
保
育
記
録
や
指
導
計
画
な

ど
の
書
類
作
成
業
務
を
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
作
成
し
、保
存
、情
報
共
有

す
る
な
ど
、保
育
関
連
デ
ー
タ
の
活
用
を
促

進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。ま
た
、

登
園
・
降
園
時
の
確
認
を
手
書
き
か
ら
Ｉ

Ｃ
タ
グ
・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
方
式
で
時
刻
を
自

動
管
理
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
園
児
の
登
園・

降
園
の
状
況
や
出
席
確
認
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
、保
護
者
へ
の
緊
急
時
の
連
絡
等
を
一

斉
配
信
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導

入
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、令
和
２・３
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
想
定
し
た「
新
し
い
生

活
様
式
」に
対
応
す
る
た
め
、職
員
間
や
園

児
、保
護
者
等
と
の
密
集
・
密
接
を
減
ら

す
対
策
と
し
て
、見
守
り
カ
メ
ラ
や
午
睡

チ
ェ
ッ
ク
セ
ン
サ
ー（
※
）な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

No.93

シリーズ

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
市
の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る「
市
政
の
今
」。

今
回
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
す
ま
ち
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

シリーズ

未
来
技
術
等
を
活
用
し
た
心
が
通
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

保
育
士
を
取
り
巻
く
環
境

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
業
務
の
効
率
化

ＳＤＧｓ未来都市

▲登降園はタブレットで管理

※午睡チェックセンサー…昼寝などの子どもの睡眠時間に体の向きなどを感知し記録する補助ツール

62021 広報まいづる 11月号



活
用
し
た
園
児
の
健
康
観
察
や
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
、保
育
士
の
研
修
、動
画
配
信
な
ど

に
対
応
で
き
る
機
器
の
購
入
・
環
境
整
備

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
立
園
で
も
、令
和
２
年
度
に
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
や
登
降
園
管
理
シ
ス
テ
ム
、

保
護
者
と
の
連
絡
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

導
入
。令
和
３
年
度
か
ら
は「
新
し
い
生
活

様
式
」に
対
応
し
な
が
ら
保
育
の
質
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
育
現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、保
育
士
の
業
務
負
担
を
全
て
軽
減
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
は
、保
育
に
関
す
る
書
類
作
成
や

登
降
園
の
記
録
、給
食
費
等
の
徴
収
・
管
理

な
ど
、保
育
以
外
の
業
務
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
り
、軽
減
さ
れ
た
時
間
の
有
効
活
用
で
、

保
育
の
質
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
の
成
長
に
関
す
る
情
報
は
、こ
れ
ま

で
紙
で
記
録
し
て
い
た
も
の
が
デ
ー
タ
化

さ
れ
る
こ
と
で
、一
元
管
理
が
で
き
、職
員

間
で
の
情
報
共
有
や
分
析
な
ど
に
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

保
育
士
の
見
守
り
を
補
完
す
る
役
割
が

あ
る
見
守
り
カ
メ
ラ
や
午
睡
チ
ェ
ッ
ク
セ

ン
サ
ー
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
だ
け
で
な
く
安
全
・

I
C
T
化
の
効
果
と
乳
幼
児
教
育
推
進

安
心
な
保
育
環
境
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。保

護
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、園
か
ら

の
お
知
ら
せ
や
緊
急
時
の
連
絡
、出
欠
の
連

絡
等
の
手
段
に
連
絡
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、情
報
共
有
が
よ
り
早
く
確

実
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、登

降
園
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

朝
夕
の
ス
ム
ー
ズ
な
送
り
迎
え
が
可
能
に

な
り
、保
護
者
に
と
っ
て
も
利
便
性
が
向
上

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
単
な
る

保
育
業
務
を
省
力
化
す
る
た
め
の
も
の
と

し
て
で
は
な
く
、保
育
の
質
の
向
上
や
乳
幼

児
教
育
の
良
好
な
環
境
づ
く
り
を
促
進
す

る
た
め
の
手
法
と
し
て
取
り
入
れ
な
が
ら
、

市
全
体
の
質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ＩＣＴの活用とコミュニケーション

　前は出席簿への記入で登園を管理していましたが、
玄関で登園を非接触で確認するようになったので、現
代の保護者の年代、スマホ世代は利用しやすいと思い
ます。欠席の連絡も容易になりました。こうした情報
がすぐにタブレットに反映されるので、保育士の業務
軽減につながっており、非接触ということで感染予防
の面からもメリットがあると考えています。
　また、園からのお知らせをプリントで渡しても白
黒で文字が多く、なかなか目につきにくいというこ
とがありましたが、子どもの発達の姿や、この年齢
ではこの発達というようなものを写真で、カラーで
共有できることになったことで、保護者にも伝わり
やすくなったと思っています。

　便利になったものは活用
しつつ、やはり顔と顔を合わ
せて仕事をする職場なので、
コミュニケーションは大事
にしていきたいと思います。

うみべのもり保育所
所長

山内 裕子さん

人の目とＩＣＴでダブルチェック

　子どもの環境そのものに変化があるところまでは
至っていませんが、今までは出欠を帳面に集約して
管理していたのが、登降園管理システムでチェック
が自動になったことで、朝に子どもに面と向かって
接する時間が増えました。登降園のデータは共通で
管理できるので、調理部門で出欠の確認が容易にな
るなどのメリットもあります。
　また、午睡チェックは人の目を必ず入れなくては
いけませんが、午睡チェックセンサーは寝ている向
きまでチェックしており、二重で見ることでより安
心な環境が整いました。
　まだ業務システム全て活用できているわけではな
いので、取り組みやすいところから始めて、今後さ

らなる保育環境の充実を進
めたいと思います。

舞鶴市民間保育園連盟会長
（永福こども園 園長）　

森 宏昭さん

▲業務の効率化でできた時間は子ども達の保育へ
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フ
レ
ア
ス
舞
鶴
は
中
総
合
会
館
５
階
に

あ
る
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
の
拠
点
施
設
で
、性
別
に
関
わ
ら
ず
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
利
用

で
き
る
施
設
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
聞
く
と
、な
ん
だ

か
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
少
な
く

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
家
庭
・

職
場
・
地
域
・
学
校
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
性
別
に
関
係
な
く
、み
ん
な
が
互
い
に
理

解
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性
や
能
力

を
発
揮
で
き
る
豊
か
な
社
会
の
こ
と
で
、決

し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
で
は
、そ
う
し
た
社
会
の

実
現
に
向
け
た
情
報
の
発
信
や
学
習
・
交

流
の
推
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で「
フ
レ
ア
ス
」っ
て
ど
う
い
う

意
味
と
思
っ
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
フ
レ
ア
ス
」は
実
は
造
語
で

「
ふ
れ
あ
い
」の「
フ
レ
ア
」、「
明
日
・
未
来
」

の「
ア
ス
」を
意
味
し
、男
女
が
共
同
参
画

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、輝
か
し
い
未
来
を

創
造
し
て
い
く
施
設
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
能
力
、個
性
を
発
揮
・
高
め
る
た

め
、そ
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流
す
る

た
め
に
も
、気
軽
に
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
を
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

利用者の牧野さん親子にお話を伺いました

した。出産後、同じ階にあるファミサポ（※）や2階の
子育て支援基幹センターを利用する機会が増え、フレ
アス舞鶴のことも知りました。

現在は自分の夢である資格の取得に向け、赤れんが
3号棟にある「Coworkation Village MAIZURU」で時
間を見つけては勉強していますが、子ども連れで利用
する時には周りに気を遣ってしまうので、託児ルーム
も併設された「フレアス舞鶴」の交流サロンを利用し
ています。子どもも遊べる場所があり、飲食をしなが
らでも利用できる上、９月からWi-Fiの環境も整った
ので、タブレットを使った勉強もできるようになり嬉
しいです。

自分のキャリアアップを図る場所の一つとして利
用できるし、ここを利用する人たちがもっと増えて一
緒に交流できると刺激にもなるし楽しいと思います。
少しだけ要望するなら、集中して勉強する短時間、託
児ルームで子どもの様子を見ていてもらえるサービ
スがあるとすごく助かるなぁと思います。

フ
レ
ア
ス
舞
鶴

知
ろ
う
！
行
っ
て
み
よ
う
！

舞
鶴
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
」

以前、舞鶴小町踊り子隊に
入っていたことがあり、踊り
の練習で多目的ルームを使用
したことがありますが、この
施設が「男女共同参画」を推
進していく拠点で、誰でも利
用できることは知りませんで

【利用時間】9時～22時
【休館日】年末年始、第4月曜日
【問い合わせ先】人権啓発推進課（☎66・1022）

※ファミサポ…子育ての援助を受けたい人（お願い会員）や子育ての援助を行いたい人（まかせて会員）が会員となって、会員間で子ど
もの預かりや送迎をする制度



▪
交
流
サ
ロ
ン

情
報
交
換
や
出
会
い
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

本
を
読
ん
だ
り
、勉
強
し
た
り
、話
を
し
た

り
、予
約
な
し
で
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き

ま
す
。
５
階
か
ら
の
見
晴
ら
し
も
良
く
、ラ

ン
チ
タ
イ
ム
に
は
ゆ
っ
く
り
食
事
す
る
人

や
親
子
連
れ
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
託
児
ル
ー
ム

自
由
に
利
用
で
き
る
子
ど
も
の
ス
ペ
ー

ス
で
す
。
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
、幼
児
ト
イ
レ
が
あ
り
、床
暖
房
も
設
置

し
て
い
ま
す
。
市
が
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
な

ど
で
講
座
を
開
催
す
る
時
に
は
、子
ど
も
の

託
児
ル
ー
ム
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

※
講
座
な
ど
で
予
約
さ
れ
て
い
る
場
合
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
内
に
は
、多
目
的
ル
ー
ム

や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
な
ど
有
料
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。
多
目

的
ル
ー
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
は
Wi-

Fi
環

境
が
整
っ
て
い
る
た
め
、講
座
や
会
議
、オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
も
利
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
多
目
的
ル
ー
ム
に
は

大
き
な
鏡
も
あ
り
ま
す
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
予
約
で
き

ま
す
。
料
金
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

これまでに実施した事業を紹介
男女共同参画を進めるための事業

無
料
で
利
用
で
き
る
施
設

Wi-Fi環境も整ってい
るので、勉強もはかどり
ます！WEB会議もでき
ますよ！

おもちゃなどもあるの
で、子どもも楽しく遊べ
ます！

有
料
で
利
用
で
き
る
施
設

▪防災と男女共同参画「男女の視点で考える防災」
避難所には、年齢や性別などが異なる人が多数集まるため、

さまざまな問題が発生します。「非常事態だから仕方がない」
で済まされることではなく、着替え、授乳、洗濯干しなどプ
ライバシーに配慮した場所の確保、生

▲セミナールーム

▲多目的ルーム

▪誕生学セミナー「いのちってスゴイ！」
「生まれてきたことが嬉しくなると、未来が楽しくなる」を

コンセプトに命のすばらしさを感じ、自分の「命」や「未来」を
大切に思うことを学ぶセミナー。

理用品や離乳食、介護食などニーズに
応じた配給物資の必要性など多様な視
点で避難所運営をしていく必要がある
ことを学びました。

助産師である講師から、お母さ
んのおなかの中で育つ様子、そこ
からどのように生まれてくるのか
について親子で一緒に学びました。
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令
和
４
年
度 

私
立
幼
稚
園
の

入
園
申
し
込
み
受
け
付
け

　
市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、来
年
４
月
に

入
園
を
希
望
す
る
幼
児
の
入
園
願
書
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。所
定
の「
入
園
願
書
」を
希

望
す
る
園
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募

集
定
員
や
開
園
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、各
園

に
問
い
合
わ
せ
を
。

※
満
３
歳
以
上
児
の
保
育
料
は
無
料（
給
食

費
、行
事
費
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
朝
来
幼
稚
園
は
来
年
４
月
に
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
予
定
で
あ
り
、同
園

の
保
育
所
部
分
の
募
集
は
12
月
号
に
掲
載

予
定
。　
　
　
　
　
《
幼
稚
園
・
保
育
所
課
》

令
和
４
年
度 

舞
鶴
こ
ど
も
園（
幼
稚
園

部
分
）の
園
児
募
集

　
来
年
４
月
か
ら
の
園
児
を
募
集
。な
お
、保

育
所
部
分
の
募
集
は
12
月
号
に
掲
載
予
定
。

【
申
し
込
み
期
間
】11
月
８
日
㈪
ま
で
の
10
時

～
17
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

【
対
象
・
定
員
】❖
３
歳
児
…
11
人
❖
４
・
５

歳
児
…
若
干
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
。同
時

在
園
の
世
帯
優
先
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合

や
欠
員
の
出
た
場
合
は
随
時
募
集
）

【
利
用
者
負
担
額
】無
料（
給
食
費
、行
事
費
な

ど
は
自
己
負
担
）

【
申
し
込
み
方
法
】申
込
書（
舞
鶴
こ
ど
も
園
に

備
え
付
け
）を
同
園
へ
。

▼
詳
し
く
は
、同
園（
☎
75
・
0
5
2
5
）へ
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
や
す
い
所
得
の
低
い
子
育
て
世
帯
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】18
歳
以
下（
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対

象
児
童
は
20
歳
）の
児
童
を
養
育
し
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
❖
ひ
と
り
親
世
帯
…

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
家
計
が
急
変
し
、収
入
が
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準
と
な
っ

て
い
る
人（
同
居
者
を
含
む
）❖
ひ
と
り
親
世

帯
以
外
…
令
和
３
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
か
、令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が

急
変
し
、住
民
税
非
課
税
相
当
と
な
っ
た
人

（
配
偶
者
を
含
む
）

【
給
付
額
】児
童
一
人
あ
た
り
５
万
円

【
申
請
方
法
】ひ
と
り
親
世
帯
は
来
年
２
月
28
日

㈪
ま
で
に
、ひ
と
り
親
世
帯
以
外
は
来
年
３
月
15

日
㈫
ま
で
に
所
定
の
用
紙（
子
ど
も
支
援
課
、西

支
所
保
健
福
祉
係
に
備
え
付
け
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
左
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）を
持
参
か
郵
送
で
同
課
か
同
係
へ
。

▼
詳
し
く
は
、子
ど
も
支

援
課（
☎
66・１
０
９
４
）へ
。

　
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間「 

１い
ち
は
や
く
８
９ 

『
だ
れ
か
』じ
ゃ
な
く
て『
あ
な
た
』か
ら
」

　
親
が「
し
つ
け
」と
考
え
て
い
て
も
、暴
力
や

暴
言
に
よ
り
子
ど
も
に
言
う
こ
と
を
聞
か
せ
よ

う
と
す
る
こ
と
は「
体
罰
」に
あ
た
り
、法
律
で

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
体
罰
」が
繰
り
返
さ

れ
る
と
、子
ど
も
の
心
身
の
成
長
・
発
達
に
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
、科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
は
、ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
、早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】❖
児
童
相
談
所
虐
待
対
応

ダ
イ
ヤ
ル（
１
８
９
）❖
児
童
相
談
所
相
談
専

用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
１
２
０
・
１
８
９
・
７
８

３
）❖
子
ど
も
な
ん
で
も
相
談
窓
口（
☎
66
・

2
1
2
0
）

暮
ら
し
の
情
報
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市
議
会
９
月
定
例
会

議
案
を
可
決
・
認
定
・
同
意

　
市
議
会
の
９
月
定
例
会
が
９
月
２
日
に
開
会
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算
、令
和
２
年
度
決
算
、条

例
な
ど
市
長
提
案
の
22
議
案
を
審
議
。原
案
ど

お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
、10
月
６
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
。

▪
条
例

❖
舞
鶴
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
推
進
に
関
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴

市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
❖
舞
鶴
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▪
人
事

❖
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
…
四
方
あ
か
ね
氏

▪
詳
細
情
報
を
公
開
中

　
市
議
会
定
例
会
に
関
す
る
資
料
・
情
報
は
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
本
庁
１
階
）で

公
開
し
て
い
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。　
　
　
　
《
総
務
課
》

市の人口と世帯数
人口  77,595 人（-167 人）　世帯  33,974 世帯（-107 世帯）

男  38,593 人（-111 人）　女  39,002 人（-56 人）　※令和３年 10 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

幼稚園 住所 電話番号
朝来幼稚園(※） 吉野499-3 ☎63・3426
池内幼稚園 布敷120-3 ☎75・1930
倉梯幼稚園 七条中町8-2 ☎62・5224
シオン幼稚園 浜40 ☎62・1438
志楽幼稚園 田中町39-1 ☎64・3574
橘幼稚園 浜682 ☎62・5168
中舞鶴幼稚園 余部上116-3 ☎62・5166
ひばり幼稚園 森1101 ☎62・1157
舞鶴聖母幼稚園 上安久381 ☎75・1007
三鶴幼稚園 引土282 ☎75・1316

▲ひとり親世帯（上）ひとり親世帯以外（下）



土
の
う
ス
テ
ー
ション
を
閉
鎖

　
台
風
や
大
雨
に
備
え
て
開
設
し
て
い
る「
土

の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
11
月
30
日
㈫（
加
佐

公
民
館
は
11
月
５
日
㈮
）に
閉
鎖
し
ま
す
。利

用
し
た
土
の
う
は
、閉
鎖
日
ま
で
に
市
内
で

開
設
中
の
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
返
却
を
。
市

に
よ
る
個
別
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、土
木
課（
☎
66
・
１
０
５
３
）へ
。

　
月
５
日
は
津
波
の
日

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施

　
11
月
５
日
㈮
に「
防
災
行
政
無
線
」や「
ま

い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
に
よ

る「
緊
急
地
震
速
報
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。

　
国
か
ら
Ｊジ

ェ
イ‐
Ａ
Ｌア

ラ
ー
ト
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）を
通
じ
て
送
ら
れ
て
く
る
地
震
速

くらしの情報

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、今
自
分
が
い

る
場
所
で
、自
分
の
身
を
守
る
行
動
を
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
家
庭
な
ど
で
は
机
の
下
に
も

ぐ
る
、屋
外
で
は
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
倒
壊
・

転
倒
し
そ
う
な
も
の
か
ら
離
れ
る
な
ど
、緊

急
地
震
速
報
か
ら
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
わ
ず

か
な
時
間
に
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、火
元
や
避
難
経
路
の
確
認
、非
常

持
出
品
を
持
ち
出
す
な
ど
、揺
れ
が
収
ま
っ

た
後
の
行
動
も
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
海
の
そ
ば
で
は
津
波
に
も
注
意
を
】

　
海
域
で
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、津
波
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。家
に
い
る
と
き
、仕
事

を
し
て
い
る
と
き
、レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け
た
と
き
、

海
の
そ
ば
で
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
参
考
に
】

　
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
右
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）で
は
、市
内
で
起
こ
り
得
る
津

波
被
害
に
つ
い
て
、浸
水
の
深
さ（
5
段
階
で

色
分
け
）、地
域
へ
の
津
波
の
到
達
時
間
や
最

大
津
波
高
、避
難
方
向
・
場
所
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災
課

（
☎
66
・
１
０
８
９
）へ
。

犯
罪
被
害
者
支
援
の
輪

「
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
」に
ご
協
力
を

　

11
月
25
日
㈭
～
12
月
１
日
㈬
は「
犯
罪
被

害
者
週
間
」で
す
。家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本

な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
売
却
代

金
で
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
被
害
者
を
支
援
す

る「
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
」の
取
り
組
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
】❖
２
０
１
１
年
以
降
に
初
版
が
発
行

さ
れ
た
I
S
B
N
コ
ー
ド
の
あ
る
本
❖
ア
ル

バ
ム
Ｃ
Ｄ
❖
Ｄ
Ｖ
Ｄ
❖
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
❖
書

き
損
じ
な
ど
未
投
函
の
は
が
き

【
回
収
場
所
】市
民
課
生
活
安
全
係
、西
支
所
総

務
・
税
務
係

▼
詳
し
く
は
、市
民
課（
☎
66
・
１
０
０
６
）へ
。

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
。
募
集
案
内

は
11
月
22
日
㈪
～
12
月
3
日
㈮
に
都
市
計
画

課
と
西
支
所
総
務
・
税
務
係
で
配
布
。

【
対
象
・
定
員
】❖
三
宅
…
５
戸
❖
福
来
…
１
戸

【
申
し
込
み
資
格
】❖
市
基
準
の
住
宅
困
窮
要

件
を
満
た
す
❖
市
の
定
め
る
基
準
以
下
の
収

入
で
あ
る
❖
市
内
在
住
か
在
住
予
定
❖
本
人

を
含
め
２
人
以
上
の
親
族（
婚
姻
と
同
様
の
関

係
に
あ
る
人
を
含
む
）が
同
時
に
入
居
で
き
る

（
三
宅
団
地
の
一
部
は
、単
身
入
居
可
）❖
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
❖
本
人
と
同
居
人
が
暴

力
団
員
で
な
い

【
申
し
込
み
方
法
】11
月
29
日
㈪
～
12
月
３
日

に
申
込
書
を
都
市
計
画
課
へ
持
参
。

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎
66・１
０
５
０
）

へ
。北

吸
墓
園
の
使
用
者
を
募
集

　
北
吸
墓
園
の
使
用
者
を
募
集
。
１
世
帯
１

人
ま
で
。

【
対
象
】❖
本
市
に
住
所
が
あ
り
、祭
祀
を
主
宰

す
る
も
の
❖
使
用
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
規
定
の
墳
墓
を
設
置
で
き
る
も
の

【
定
員
】16
区
画（
多
数
の
場
合
抽
選
）

【
料
金
】１
区
画
25
万
円（
管
理
料
が
年
間
４
，

２
０
０
円
必
要
）

【
申
し
込
み
方
法
】11
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮
の

平
日
に
所
定
の
用
紙（
生
活
環
境
課
、西
支
所

総
務
・
税
務
係
、加
佐
分
室
に
備
え
付
け
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
各
窓
口
へ
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66・１
０
６
４
）

へ
。

11
京都府立大学・北部サテライトオフィス
を開設
京都府立大学が掲げる「京都府域全体のキャ

ンパス化」の実現に向け、府北部地域の地域貢献
の拠点として、赤れんが３号棟に「京都府立大学
まいづる赤れんがオフィス」を開設しました。

今後、同オフィスを拠点としてオンライン授
業の公開実施のほか、地域の高校への大学情報
の提供、専門教育の扉を開く取り組み、さまざま
な主体との協働による地域課題の解決に向けた
取り組みを進めていきます。
▶詳しくは、企画政策課（☎66・1042）へ。

▲看板を設置する塚本学長（左）と多々見市長（右）
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新型コロナウイルスワクチン接種

対象市民 の 　 が接種

　
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
。
10
月
末
時
点
で
接
種
希

望
者
へ
の
接
種
が
お
お
む
ね
完
了
し
ま
し
た
。

10
月
16
日
時
点
で
の
２
回
接
種
済
者
は
５
７
，

５
７
１
人
で
、接
種
希
望
者
の
89
・
３
㌫（
締

め
切
り
後
も
追
加
で
希
望
者
に
対
応
）、全
市

民
の
74
・
１
㌫
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
円
滑
で
迅
速
な
接
種
の
推
進
の
た
め
、市

で
は
、東
体
育
館
、文
化
公
園
体
育
館
、加
佐

診
療
所
、大
浦
会
館
、中
総
合
会
館(

※
１)

で

集
団
接
種
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
市
の
指

定
し
た
日
時
や
会
場
で
の
接
種
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、現
在
実
施
中
の
武
田
／
モ
デ
ル

ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
目
接
種
や
、新
た

に
12
歳
を
迎
え
た
小
学
６
年
生
へ
の
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
の
接
種
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
期
間
中
、全
国
的

な
感
染
状
況
と
し
て
、第
４
波（
３
月
～
６
月
）

と
第
５
波（
７
月
～
９
月
）、２
度
の
大
規
模

な
感
染
拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。
両
期
間
中
の

市
内
の
年
代
別
新
規
感
染
者
を
比
較
す
る
と
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了
し
た
年
代
層
の
新
規

感
染
者
の
割
合
が
減
少
し
、ほ
と
ん
ど
が
軽

症
や
無
症
状
だ
っ
た
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す（
※
２
）。

　
接
種
後
、一
定
期
間
を
経
過
す
る
こ
と
で

抗
体
価
の
低
下
が
示
さ
れ
、現
在
、国
で
３
回

目
接
種
の
方
針
が
固
ま
り
、市
で
も
速
や
か

に
案
内
で
き
る
よ
う
、体
制
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。詳
し
い
情
報
は
、決
ま
り
次
第
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
１
…
中
総
合
会
館
は
京
都
府
に
よ
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場

※
２
…
市
内
の
第
４
波
の
60
代
以
上
の
感
染

者
割
合
は
32
㌫
で
第
５
波
は
13
㌫

接種希望者の
約90％が
２回接種完了

接種率（２回接種済者）

接種希望者 64,441 人 89.3％

接種対象者
（12歳以上） 72,131 人 79.8%

全市民 77,697 人 74.1%

ワクチン接種後も感染対策の徹底を

問新型コロナワクチン接種コールセンター（☎68・9225、平日9時～17時）

※接種希望者は10月16日時点、接種対象者と全市民は4月１日時点

　新型コロナウイルスワクチン接種後も、マス
クの着用、３密の回避、手指消毒などの感染対
策は欠かせません。ワクチン接種は、感染を完
全に防ぐものではなく、自身は発症しなくても、
飛沫でほかの人へとウイルスが広がる可能性
があるためです。
　また、冬は風邪やインフルエンザなどの流行
期でもあります。感染対策の徹底で、体を守り
ましょう。

４
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市職員の給与や定員、勤務条件などをお知らせします。詳細は、
市役所本館１階の市政情報コーナーで閲覧できるほか、市ホーム
ページにも掲載しています。ここでお知らせする給与は、税金や
各種保険料などを差し引く前の額で「手取り額」ではありません。
▶詳しくは、人事課（☎66・1066）へ。

人事行政の
運営状況のお知らせ

職員の給与や勤務条件など

部門
職員数 対前年

増減数令和２年 令和３年
一般行政 483人 474人 -9人 
特別行政 167人 167人 0人 

公営企業等 162人 152人 -10人 
合計 812人 793人 -19人

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

※職員数は、特別職及び再任用短時間勤務職員、会計年度任
用職員を除いた数。

任免の状況
採用（令和 2 年4月2日
～令和 3 年 4月1日）

退職（令和 2 年4月1日
～令和 3 年 3月31日）

20 人 43 人

人件費の状況（令和２年度  普通会計決算）※1　人件費には、一般職に支給される給与のほか、特別職及び会計年度任用職員に支給される報酬等を含む。

住民基本台帳人口
（令和3年1月1日現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）  ※1 人件費率（Ｂ／Ａ） 令和元年度の人件費率

80,910 人 447 億 509 万円 3 億 229 万円 68 億 2,084 万円 15.3㌫ 19.9㌫
職員給与費の状況（令和２年度  普通会計決算） ※ 2　職員手当には退職手当を含まない。

職員数（Ａ）  給与費 １人当たり
給与費（Ｂ／ A）給料 職員手当  ※2 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

641 人 24 億 7,586 万円 4 億 4,842 万円 10 億 5,755 万円 39 億 8,183 万円 621 万円
ラスパイレス指数の状況

（各年 4 月 1 日現在）
（国家公務員の給与を 100 とした場合   

　の舞鶴市の給与水準）
令和元年 令和２年
100.7 100.5

職員の平均年齢、平均給料月額と平均給与月額の状況（令和３年4月1日現在）

※3　国家公務員給与等実態調査における行政職俸給表適用職員の数値。
※4　平均給与月額とは、給料月額と諸手当（国家公務員と同ベース）の額を合計したもの。

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 ※4
行政職 42.9 歳  333,416 円 365,324 円
国 ※3 43.0 歳 325,827 円 407,153 円

初任給の状況（令和３年 4 月 1 日現在）
区分 舞鶴市 国

行
政
職

大学卒 182,200 円 182,200 円

高校卒 150,600 円 150,600 円

経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和３年 4 月 1 日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般
行政職

大学卒 287,725 円 333,350 円 369,800 円
高校卒 238,250 円 283,850 円 342,400 円

期末・勤勉手当と退職手当の状況（令和２年度  普通会計決算）
区分 舞鶴市 国
勤
勉
手
当

期
末
・

令和２年度
支給割合

 期末 勤勉 令和２年度
支給割合

 期末 勤勉
2.55 月分 1.9 月分 2.55 月分 1.9 月分

 職制上の段階、職務の
 級等による加算措置 有  職制上の段階、職務の

 級等による加算措置 有

区分 舞鶴市 国

退
職
手
当

 （支給率） 
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

（自己都合）
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
  47.709 月分

（勧奨・定年）
  24.586875 月分
    33.27075 月分
        47.709 月分
        47.709 月分

 （支給率） 
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

（自己都合）
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
  47.709 月分

（勧奨・定年）
  24.586875 月分
    33.27075 月分
        47.709 月分
        47.709 月分

加算措置 定年前早期退職特別措置
（２～ 20㌫加算） 加算措置 定年前早期退職特別措置

（3 ～ 45㌫加算）
調整額  在職期間中の職務の級に応じ加算 調整額  在職期間中の職務の級に応じ加算

特殊勤務手当の状況（令和２年度  普通会計決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合 30.9㌫
支給職員１人当たり平均支給年額 87,859 円
手当の種類 10 種類

代表的な手当：清掃事務所・浄化センターの職員、交代制勤務の消防職員に支払う手当

時間外勤務手当の状況（令和２年度  普通会計決算）

※他の手当として、扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当を支給。

令和２年度 支給総額 1 億 7,948 万円
職員 1 人当たり支給年額 31 万円

令和元年度 支給総額 1 億 9,198 万円
職員 1 人当たり支給年額          32 万円

特別職の報酬等の状況（令和３年 4 月 1 日現在）
区分 給与月額等

給
料

市長
副市長
教育長

949,000 円
781,000 円
688,000 円

報
酬

議長
副議長
議員

570,000 円
480,000 円
440,000 円

期
末
手
当

市長
副市長
教育長
議長
副議長
議員

（令和２年度支給割合）
3.35 月分

退
職
手
当

市長
副市長
教育長

算定方式 支給時期

給料月額×勤続年数× 100 分の 550
給料月額×勤続年数× 100 分の 367
給料月額×勤続年数× 100 分の 303

任期ごと
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人生会議とは

アドバンス・ケア・プラン
ニングの愛称で、自分の大
切にしていること、どのよ
うな医療やケアを望むのか
など、自ら考え、信頼する
周りの人たちと話し合って
おくこと

　
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、喜
ば
し
い

反
面「
自
分
も
い
つ
か
認
知
症
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」「
大
き
な
病
気
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
」と
い
う
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
え
て

い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

認
知
症
に
な
っ
た
と
き
や
急
な
病
気
に
な
っ

た
と
き
、あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
介
護
や
医

療
を
受
け
た
い
で
す
か
？

　
突
然
の
事
故
や
病
気
で
、自
分
の
思
い
を

伝
え
る
こ
と
や
受
け
た
い
医
療
を
決
め
る
こ

と
が
困
難
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん

な
と
き
の
た
め
に
、あ
ら
か
じ
め
大
切
な
人

や
家
族
と「
人
生
会
議
」を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。し
か
し
、何
か
き
っ
か
け
が
な
い

と
、こ
う
い
う
話
は
し
に
く
い
も
の
。

　
市
で
は
、「
人
生
会
議
」で
話
し
合
う
き
っ

か
け
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る「
ま

い
づ
る
老
い
支
度
ノ
ー
ト
」を
作
製
し
て
い

ま
す
。ノ
ー
ト
を
手
に
取
り
、記
入
で
き
る
部

分
か
ら
記
入
し
、そ
れ
を
見
な
が
ら
大
切
な

人
へ
思
い
を
伝
え
、希
望
す
る
人
生
を
歩
む

た
め
の
話
し
合
い
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
い
づ
る
老
い
支
度
ノ
ー
ト
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載（
左
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
）の
ほ
か
、高
齢
者
支
援
課
、西
支
所
保
健

福
祉
係
、市
内
各
公
民
館
、東
・
西
図
書
館
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
老
い
支
度
に
関
す
る
出

前
講
座
も
実
施
中
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎

66
・
１
０
１
８
）へ
。

ノートの内容
・自分自身のこと
・これまでの生き方（自分史）
・介護や医療についての希
望（事前指示書）

 
月
 
日
は
「
人
生
会
議
」
の
日

大
切
な
人
と
人
生
会
議
を

11

30
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市
で
は
、歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用

に
地
域
社
会
総
が
か
り
で
取
り
組
み
、ふ
る

さ
と
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
の
醸
成
、生
き

い
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
深
化
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に「
舞
鶴
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
」を
策
定
。制
度
発
足
以
降
、京
都
府

内
で
は
京
都
市
と
並
び
初
と
な
る
国
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

地
域
の
宝
や
文
化
財
を
守
る

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
と
は

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
た
め
に
市
町
村

で
取
り
組
ん
で
い
く
目
標
や
取
り
組
み
の
具

体
的
な
内
容
を
記
載
し
た
、文
化
財
の
保
存
・

活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
。
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
具
体
的
な
事

業
の
実
施
計
画
を
定
め
て
取
り
組
む
こ
と
で

継
続
性
・
一
貫
性
の
あ
る
文
化
財
の
保
存
・

活
用
を
可
能
に
し
ま
す
。
市
で
は
計
画
に
先

立
ち
歴
史
文
化
基
本
構
想
を
策
定
し
、こ
の

地
域
計
画
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要
と
展
望

　
計
画
期
間
は
令
和
３
年
～
12
年
の
10
年
間
。

歴
史
文
化
の「
魅
力
を
探
る
・
学
ぶ
」「
魅
力
を

活
か
す
・
発
信
す
る
」「
魅
力
を
引
き
継
ぐ
」「
魅

力
を
保
存・活
用
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
だ
す
」

「
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
関
連
文
化
財
群
の

保
存
・
活
用
を
進
め
る
」を
基
本
方
針
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
行
う
事
業
と
し
て
は
、赤
れ
ん
が
倉
庫
群

の
保
存
活
用
や
田
辺
城
跡
と
そ
の
周
辺
の
魅

力
発
信
、世
界
の
記
憶
・
日
本
遺
産
等
の
活
用
、

祭
礼
行
事
の
記
録
保
存
、さ
ま
ざ
ま
な
文
化

財
の
調
査
な
ど
が
あ
り
、今
後
も
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
地
域
に
残
る
貴
重
な
文
化
財

の
保
存
と
活
用
を
進
め
ま
す
。

文化財保存活用計画シンポジウムを開催

文化財保存活用地域計画の認定を受け、市内の
歴史的遺産の保存・活用とこれからの文化財
との関わり方についてのシンポジウムを開催。

【日時】12月5日㈰13時～15時30分
【場所】赤れんが２号棟
【内容】京都府立大准教授の上杉和央さんと京
都工芸繊維大名誉教授の日向進さんによる基
調講演やパネルディスカッションなど
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水道
水道水 1,000㍑を
作り届ける費用

（給水原価）

令
和
２
年
度
会
計
経
営
状
況

舞
鶴
市

上
下
水
道
だ
よ
り

令
和
２
年
度
水
道
事
業
建
設
改
良
費

　
７
億
７
，６
０
０
万
円

▪
浄
水
施
設
費　
８
，６
５
２
万
円

　
浄
水
場
の
老
朽
設
備
の
更
新
な
ど
を
実
施
。

▪
配
水
施
設
費　
６
億
７
，８
４
７
万
円

　
耐
震
性
の
優
れ
た
管
路
へ
の
布
設
替
。

水を作るための費用
41.7円

水を届けるための費用
65.6円

事業の運営に
必要な費用

18.4 円

借入金の支払い利息
7.5 円

その他
0.8 円

水
道
事
業

損益計算書
水道水を作り届けるための
収益と費用（税抜き）

収益 19 億 6,961 万円
費用 17 億 896 万円
純利益 2 億 6,065 万円

資本的収支
水道施設の更新や
借入金返済のための
収入と支出（税込み）

収入（補助金など） 4 億 8,110 万円
内部留保資金 ８億 1,158 万円
支出（資産更新など） 12 億 9,268 万円

　

令
和
２
年
度
は
中
期
経
営
計
画（
経
営
戦

略
）の
ス
タ
ー
ト
の
年
度
で
、料
金
改
定
の
実

施（
改
定
後
の
料
金
は
府
内
平
均
以
下
で
北

部
市
町
村
で
は
最
安
値
）や
浄
水
場
な
ど
の

操
業
業
務
、窓
口
業
務
な
ど
で
総
合
的
な
委

託
を
進
め
た
ほ
か
、人
件
費
な
ど
の
経
費
の

節
減
に
努
め
ま
し
た
。こ
の
結
果
、19
・
７
億

円
の
収
益
を
確
保
す
る
一
方
で
、費
用
は
17
・

１
億
円
と
な
り
、２・６
億
円
の
利
益
を
計
上
。

こ
の
利
益
は
、将
来
の
水
道
施
設
の
更
新
財

源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、建
設
改
良
積
立

金
に
充
て
ま
し
た
。

　
ま
た
、老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
や

借
入
金
の
返
済
に
12
・
９
億
円
を
支
出
。
財

源
は
、補
助
金
や
借
入
金
な
ど
の
外
部
資
金

４・８
億
円
と
建
設
改
良
積
立
金
な
ど
の
内
部

留
保
資
金
８・１
億
円
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
を

着
実
に
進
め
る
た
め
、経
営
計
画
に
基
づ
き
、

持
続
可
能
な
安
定
し
た
経
営
に
努
め
ま
す
。

市
の
水
道
水
の
約
80
㌫
の
水
源
と
な
る
由

良
川
は
、渇
水
で
流
量
が
減
少
す
る
と
、海
か

ら
塩
水
が
逆
流
し
、河
口
か
ら
17
・
２
㌔
上

流
に
あ
る
取
水
場
ま
で
達
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
浄
水
場
で
は
塩
分
を
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、取
水
場
か
ら
、さ
ら
に
２
・

５
㌔
上
流
に
あ
る
補
助
取
水
場
か
ら
取
水
し

た
り
、
塩
水
の
逆

流
を
止
め
る
防
潮

幕（
写
真
）を
設
置

し
て
、
塩
分
が
混

ざ
っ
た
水
を
取
水

し
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

上
下
水
道
豆
知
識

何
を
す
る
た
め
の
幕
？

▲由良川の防潮幕

▲既設管を活用し新管を挿入▲監視装置で水道施設を24時間
　監視

耐用年数40年を経過した古い管（上）
耐震性に優れた管へ取り替え（下）

合計
134 円
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上下水道だより すいすい

下
水
道
事
業

損益計算書
汚れた水を処理するための
収益と費用（税抜き）

収益 34 億 5,311 万円
費用 32 億 9,128 万円
純利益 1 億 6,183 万円

資本的収支
下水道施設の更新や
借入金返済のための
収入と支出（税込み）

収入（補助金など） 16 億 2,100 万円
内部留保資金 12 億 388 万円
支出（資産更新など） 28 億 1,214 万円

合計

162 円

汚れた水を処理
施設へ運ぶ費用 91.1円

汚れた水を
処理するための
費用

44.1円

事業の運営に
必要な費用

14.7 円

借入金の支払い利息
12.1 円

問い合わせ内容 電話番号 担当
❖水道の使用開始・中止、使用者の名義変更
❖水道料金、下水道使用料 62・1632 お客様サービス

センター
❖にごり水、漏水の相談など
❖水道メーターの取り替え
❖水洗便所等改造資金貸付制度
❖水道給水の相談など
❖下水道排水設備の相談など

66・1028 お客様サービス課
給排水設備係

❖西市街地の雨水貯留施設 ( 雨水タンク )
や宅地かさ上げの補助 66・1029 下水道整備課

【受付時間】平日８時30分〜17時15分上下水道に関する問い合わせ先

　

令
和
２
年
度
は
中
期
経
営
計
画（
経
営
戦

略
）の
ス
タ
ー
ト
の
年
度
で
、料
金
改
定
の
実

施（
改
定
後
の
料
金
は
府
内
平
均
以
下
で
北

部
市
町
村
で
は
最
安
値
）や
浄
水
場
な
ど
の

操
業
業
務
、窓
口
業
務
な
ど
で
総
合
的
な
委

託
を
進
め
た
ほ
か
、人
件
費
な
ど
の
経
費
の

節
減
に
努
め
ま
し
た
。こ
の
結
果
、19
・
７
億

円
の
収
益
を
確
保
す
る
一
方
で
、費
用
は
17
・

１
億
円
と
な
り
、２・６
億
円
の
利
益
を
計
上
。

こ
の
利
益
は
、将
来
の
水
道
施
設
の
更
新
財

源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、建
設
改
良
積
立

金
に
充
て
ま
し
た
。

　
ま
た
、老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
や

借
入
金
の
返
済
に
12
・
９
億
円
を
支
出
。
財

源
は
、補
助
金
や
借
入
金
な
ど
の
外
部
資
金

４・８
億
円
と
建
設
改
良
積
立
金
な
ど
の
内
部

留
保
資
金
８・１
億
円
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
を

着
実
に
進
め
る
た
め
、経
営
計
画
に
基
づ
き
、

持
続
可
能
な
安
定
し
た
経
営
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
も
、中
期
経
営
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
度
で
、料
金
改
定
の
実
施
や
窓
口
業
務

な
ど
の
総
合
委
託
を
進
め
ま
し
た
。こ
の
結

果
、34・５
億
円
の
収
益
を
確
保
す
る
一
方
で
、

費
用
は
32・９
億
円
と
１・６
億
円
の
利
益
を

計
上
。利
益
は
、借
入
金
の
償
還
財
源
の
た
め
、

減
債
積
立
金
に
充
て
て
い
ま
す
。ま
た
、浄
化

セ
ン
タ
ー
や
大
手
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
建
設
改

良
費
や
借
入
金
返
済
に
28・１
億
円
を
支
出
。

こ
の
財
源
は
、補
助
金
や
借
入
金
な
ど
外
部
資

金
16・１
億
円
と
内
部
留
保
資
金
12
億
円
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
事

業
を
進
め
て
き
た
結
果
、令
和
２
年
度
末
に
は

全
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
が
約
98
㌫
と
な
り
、

概
ね
事
業
が
完
了
で
き
ま
し
た
。今
後
は
、合

併
処
理
浄
化
槽
な
ど
で
更
に
水
洗
化
を
進
め

る
ほ
か
、適
切
に
維
持
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

下水道
汚水 1,000㍑を
きれいにする費用

（汚水処理原価）

令
和
２
年
度
下
水
道
事
業
建
設
改
良
費

　
９
億
４
，０
７
３
万
円

▪
処
理
場
整
備
費　
２
億
９
，３
３
３
万
円

　
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
、汚
泥
処
理
設
備
の

更
新
工
事
な
ど
を
実
施
。

▪
管か

ん
き
ょ渠
建
設
費
・
管
渠
整
備
費

３
億
２
，９
３
３
万
円

公
共
下
水
道
管
の
布
設
は
真
倉
地
区
な
ど

で
実
施
。　

▪
雨
水
処
理
費　
２
億
９
，３
０
３
万
円

　
大
手
ポ
ン
プ
場
機
械
設
備
・
電
気
設
備
工

事
を
実
施
。

▲高野川流域に新しく雨水ポンプ場を建設 ▲汚水処理設備から出る空気を脱
　臭する装置を更新

▲老朽化した管路の機能を回復
　する整備を実施

上下水道事業に関するアンケートを実施

　上下水道事業に関するアンケートを実施
します。回答いただいた人の中から抽選で
タオルと給水袋を５名様にプレゼント。
※応募は１人１回、当選者は全てのアンケー
トに回答いただいた人の中から抽選で決定。
発表は発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた感想、ご意見は、匿名で広報紙
に掲載することがあります。

【応募方法】ホームページ応募フォー
ム（右コードからアクセス可）から。

【回答期間】11月30日㈫まで

※収入のうち、1,274万円は令和3年度の財源として活用
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11
月
12
日
～
25
日
は「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」期
間
で
あ
り
、府
の「
配
偶
者

等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す
啓
発
期
間
」で
す
。

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、

ま
た
は
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ

と
を「
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）」

と
い
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
と
は
、殴
る
、蹴
る
と
い
っ
た
身
体
的
暴

力
だ
け
で
な
く
、精
神
的
、経
済
的
、社
会
的
、

ま
た
、子
ど
も
を
利
用
し
た
暴
力
な
ど
も
含
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
が
複
合
的
に
振
る
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
私
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」と
Ｄ
Ｖ
を
家

庭
内
の
問
題
と
し
て
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く

「
お
か
し
い
の
で
は
？
」と
感
じ
た
ら
１
人
で
悩

ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」（
10
㌻

に
関
連
記
事
）で
も
あ
り
ま
す
。子
ど
も
へ
の
虐

待
、Ｄ
Ｖ
は
、心
身
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
行

為
で
あ
り
、著
し
く
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で

す
。子
ど
も
へ
の
虐
待
か
ら
Ｄ
Ｖ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
り
、Ｄ
Ｖ
か
ら
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
明

ら
か
に
な
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
密
接
に
関
係

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
期
間
中
、児
童
虐
待
防
止
月
間
で
あ

る
こ
と
も
踏
ま
え
、同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
・

支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。　
　《

人
権
啓
発
推
進
課
》

11
月
12
日
～
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

男
女
共
同
参
画
情
報

［第78号］

DV 相談先 　
機　関 名　称 電　話 開設日など

舞鶴市
女性のための相談室 65・0056 月～金曜日、9時～16時（祝日・年末年始は休み）

生活支援相談センター内、面接相談は要予約

女性のためのカウンセリング（※） 予約は 66・1022 第2水曜日13時～15時50分、フレアス舞鶴にて
1人50分、要予約（先着3人）託児あり（要予約）

京都府
京都府家庭支援総合センター 075・531・9910 9時～20時、緊急の場合は24時間対応

京都府北部家庭支援センター 0773・22・9911 月～金曜日、9時～17時（祝日、年末年始は休み）

警　察 舞鶴警察署 75・0110 常時、緊急時は「110番」

※女性のみ相談可

身体的暴力 殴る、蹴る、物を投げるなど

精神的暴力 怒鳴る、ばかにする、無視するな
ど

経済的暴力 生活費を渡さない、自由にお金を
使わせないなど

社会的暴力 付き合いや外出を制限する、スマ
ホをチェックするなど

子どもを利用
した暴力

子どもの前で暴力を振るう、子ども
の前で非難するなど

性的暴力 望まない性行為を強要する、避妊
しないなど

【
日
時
】11
月
10
日
・
24
日
の
水
曜
日
、13
時
～

15
時
50
分

【
内
容
】人
間
関
係
や
子
育
て
、家
庭
内
で
の
暴

力
な
ど
の
相
談
に
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

応
じ
る
。１
人
50
分（
31
㌻
に
関
連
記
事
）

【
定
員
】先
着
各
３
人

【
そ
の
他
】託
児
あ
り（
要
予
約
）

【
申
し
込
み
方
法
】そ
れ
ぞ
れ
２
週
間
前
か
ら
前

日
の
12
時
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
課（
☎

66
・
１
０
２
２
）へ
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の
世
界
的
な
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」と
子
ど
も
虐

待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
」に
ち
な
ん
で
、赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
や
田
辺
城

城
門
、
五
老
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
を
パ
ー

プ
ル
と
オ
レ
ン
ジ

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

【
日
時
】11
月
12
日

㈮
～
25
日
㈭
、
17

時
～
20
時

【
期
間
】11
月
12
日
㈮
～
25
日
㈭

▪
男
性
・
女
性
の
た
め
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

▪
パ
ー
プ
ル
＆
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▪
図
書
館
に
関
連
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

男性も女性も相談できます　
ひとりで悩む前に、まずはご相談ください

182021 広報まいづる 11月号



生
ま
れ
も
育
ち
も
京
都
市
。短
大
卒
業
後
、

眼
科
や
ア
パ
レ
ル
業
界
、着
付
け
や
ブ
ラ
イ

ダ
ル
関
係
の
仕
事
、健
康
関
連
商
品
メ
ー
カ
ー

シ
ョ
ッ
プ
店
長
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
を
経

験
し
て
き
た
。資
格
取
得
を
目
指
し
た
り
、技

術
を
身
に
付
け
た
り
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
こ
と
で
自
分
の
も
の
に
し
、仕
事
に
生

か
す
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。「
ど
の
分

野
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
き
た
お
か
げ
で
人
脈
も
広
が
り
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
。

結
婚
を
機
に
、京
丹
後
市
へ
移
住
。家
の
周

り
に
は
何
も
な
い
、友
人
も
い
な
い
、退
屈
に

感
じ
て
い
た
が
、ふ
と「
夫
に
依
存
す
る
の
は

自
分
自
身
す
っ
き
り
し
な
い
。
自
分
の
生
き

が
い
を
見
つ
け
た
い
」と
仕
事
を
探
し
始
め
、

出
会
っ
た
の
が
佐
古
田
電
機
。
仕
事
に
は
膨

大
な
知
識
が
必
要
と
さ
れ
、１
～
２
年
は
寝

る
間
も
惜
し
ん
で
勉
強
。
習
得
し
た
知
識
を

基
に
、ど
う
し
た
ら
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
か
を
考
え
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
接
し
て
き
た
。そ
の
後
店
長
に
な
り
、

７
～
８
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

わたしのキャリアの棚卸
～自分らしい人生のあり方～
　市では、男女共同参画計画「まいプラン（第３次）」の中で「男女が共に参画し活
躍できる環境づくり」を掲げ、事業所や関係団体等と女性の活躍やワークライフ
バランスなどの取り組み、市民の意識啓発などの取り組みを推進しています。
　性差に関係なく、誰もが平等に活躍でき、働き続けることができる社会を目指
す中で、今回は、男女共同参画審議会の委員でもある佐古田電機社長の下で、温か
く時に厳しく後輩の育成に取り組んでいる上田さんを紹介します。

か
を
一
緒
に
考
え
れ
ば
道
は
開
け
て
く
る
と

思
う
。
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
の
が
管
理
職
の
仕
事
。
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
向
上
心
を
持
っ
て
仕
事
を
続
け
て

ほ
し
い
」と
仕
事
へ
の
厳
し
さ
と
同
時
に
、ス

タ
ッ
フ
に
向
け
た
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
心

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
た
。

現
在
は
、介
護
が
必
要
に
な
っ
た
自
身
の
母

を
京
都
市
か
ら
呼
び
寄
せ
、夫
と
義
母
と
の

４
人
暮
ら
し
。
以
前
は
夫
と
ゴ
ル
フ
に
出
か

け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
自

宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
。
そ
こ
で
も
持

ち
前
の
新
し
い
こ
と
を
楽
し
む
性
格
で
、ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
に
挑
戦
。
仕
事
も
家
事
も
終
え
た

夜
、コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
自

分
時
間
を
過
ご
し
、ま
た
仕
事
に
挑
む
。

株
式
会
社 

佐
古
田
電
機

代
表
取
締
役　
佐
古
田 

政
彰
さ
ん

男
性
・
女
性
は
特
に
気
に
し
て
お
ら
ず
、実

力
で
な
る
べ
き
職
に
就
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
社
員
に

も
経
営
に
も
良
い
こ
と
ば
か
り
。
何
が
良
い

の
か
話
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

株式会社 佐古田電機
移動通信部統括部長　
上田 かおりさん

働
き
た
い
人
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
っ
て
い
く

務
を
担
っ
た
。い
か
に
人
を
動
か
し
、実
績
を

出
す
か
。こ
こ
で
も
こ
れ
ま
で
身
に
付
け
て

き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
生
か
さ

れ
る
。と
に
か
く
ス
タ
ッ
フ
を
見
て
状
況
を

把
握
す
る
。褒
め
、時
に
叱
り
、様
子
が
お
か

し
い
と
感
じ
た
ら
声
を
か
け
る
。ス
タ
ッ
フ

同
士
の
感
情
の
衝
突
も
、し
っ
か
り
話
を
聞
き
、

事
実
を
確
認
し
な
が
ら
ど
う
す
れ
ば
良
く
な

る
の
か
を
一
緒
に
考
え
る
。そ
こ
に
は
、ス
タ
ッ

フ
個
人
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
大
切
に
す
る
姿

勢
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、４
店
舗
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

統
括
部
長
に
。「
仕
事
は
テ
レ
ワ
ー
ク
で
で
き

る
が
現
場
の
空
気
を
感
じ
た
い
」と
日
々
各

店
舗
を
ま
わ
り
、店
長
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
。

社
内
の
雰
囲
気
は
、こ
こ
数
年
で
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。い
か
に
効
率
よ
く
仕
事
を
し
、プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
大
切
に
す
る
か
。

今
後
は
、次
世
代
の
管
理
職
を
担
う
人
材
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
。「
働

き
続
け
た
い
け
ど
自
身
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
で『
も
う
無
理
か
も
』と
悩
ん
だ
と
き
は
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し
い
。
で
き
な
い
理
由
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、ど
う
す
れ
ば
で
き
る

▪
働
く
基
本
の
確
立

▪
初
め
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
日
常
の
関
わ
り
の
大
切
さ

▪
仕
事
へ
の
思
い
と
自
分
の
役
割
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シ
ョ
ン
の
取
り
方
、入
所
者
の
生
活
サ
イ
ク
ル

や
リ
ズ
ム
の
合
わ
せ
方
な
ど
、本
来
、一
般
の

学
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
学
べ
た
こ
と
は

大
き
か
っ
た
で
す
。ま
た
、１
学
年
最
大
40
人

な
の
で
先
生
と
の
距
離
も
近
く
、マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
分
か
ら
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
聞
け
る
体

制
に
な
っ
て
い
た
の
は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
」

と
学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
そ
う
。

Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
仕
事

や
す
ら
ぎ
苑
で
働
き
始
め
た
の
は
、２
年
前

の
４
月
。「
今
で
も
日
々
、試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
。Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、介
護
に
関
す
る
理
論
や

技
術
の
基
本
を
し
っ
か
り
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
、今
、そ
れ
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。入
所
者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
、柔

軟
に
対
応
す
る
の
は
大
変
で
す
が
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
学
ん
だ
基
礎
が
あ
る
か
ら
こ
そ
今
の
仕
事

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」と
熱
意
が
溢
れ

る
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
入
所
者
の
自
宅

で
も
あ
る
。「
炊
飯
や
掃
除
、洗
濯
な
ど
に
追
わ

れ
る
日
も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
入
所
者
に

寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
で
す
」

と
笑
顔
で
語
る
。

入
所
者
の
生
活
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
は

人
生
に
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
。昨
年
の
冬
、

仕
事
を
始
め
て
か
ら
ず
っ
と
共
に
し
て
き
た

入
所
者
の
１
人
が
他
界
。「
自
分
の
や
っ
て
き

た
こ
と
は
良
か
っ
た
の
か
な
と
精
神
的
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、そ
ん
な
時
、入
所
者
の

11
月
11
日
は
介
護
の
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
人
手
不
足
と

な
っ
て
い
る
介
護
業
界
。

介
護
の
現
場
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
仲

間
が
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
者
や
職
場
の
同
僚
を「
楽

し
ま
せ
る
」と
い
う
思
い
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
入
所
者
に
親
身
に
寄
り
添
い

日
々
果
敢
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
山
下
さ

ん
に
話
を
伺
っ
た
。

人
に
し
か
で
き
な
い
仕
事

　
後
輩
へ
つ
な
げ
て
い
く
思
い

大樹会 特別養護老人ホーム
　やすらぎ苑 介護福祉士

山下 優香さん

Vol.89

舞
鶴
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
学
び

生
ま
れ
は
舞
鶴
市
。そ
の
後
、父
親
の
実
家

が
あ
る
福
井
県
高
浜
町
で
過
ご
し
、中
学
２
年

の
時
に
舞
鶴
に
帰
っ
て
き
た
。吹
奏
楽
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、高
校
は
吹
奏
楽
の
強
豪
校

で
あ
る
奈
良
県
の
高
校
へ
進
学
。福
祉
の
仕
事

を
し
た
い
と
考
え
始
め
た
の
は
高
校
２
年
の
時
。

祖
父
が
病
気
で
倒
れ
、老
人
保
健
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
に
。面
会
に
行
っ
た
時
、職
員
が
介

護
を
し
て
い
る
姿
を
見
て「
他
人
の
た
め
に
親

身
に
な
れ
る
こ
ん
な
仕
事
も
あ
る
ん
だ
と
思
っ

た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

同
時
期
に
、舞
鶴
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
福
祉
専
門

学
校（
以
下
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）が
創
設
さ
れ
、母
親

に「
近
く
に
こ
ん
な
学
校
が
で
き
た
よ
」と
言

わ
れ
、「
ち
ょ
う
ど
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取

り
た
い
と
考
え
て
い
て
、複
数
の
要
因
が
か
み

合
い
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
入
学
し
ま
し
た
」と
語
る
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
は
２
年
通
い
、在
学
中
に
計
４
回

の
実
習
が
あ
っ
た
。「
実
習
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

▲入所者と笑顔で談笑する山下さん

ご
家
族
か
ら『
山
下
さ
ん
が
最
後
ま
で
い
て
く

れ
て
良
か
っ
た
』と
言
っ
て
も
ら
え
て
、や
っ

て
き
た
こ
と
は
間
違
い
で
な
か
っ
た
と
思
い
、

救
わ
れ
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

山
下
さ
ん
は
、未
来
の
介
護
人
材
の
育
成
に

も
積
極
的
で
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
卒
業
生
と
し
て
在

校
生
へ
介
護
職
の
魅
力
を
伝
え
た
こ
と
も
あ

る
。「
介
護
の
仕
事
は
身
体
的
に
し
ん
ど
い
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
、人
の
人
生
に
寄
り
添
う
こ

と
が
で
き
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。仕

事
を
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取
得
で
き
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
可
能
で
す
。こ
の
仕
事
は

人
と
人
と
の
関
わ
り
な
の
で
、絶
対
Ａ
Ｉ
に
で

き
な
い
仕
事
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
」と
力
強

く
話
す
。そ
し
て
今
日
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
元

気
い
っ
ぱ
い
奮
闘
し
て
い
る
。



応
す
る
か
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
場
面
が
よ
く

あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
場
面
で
た
ま
に
耳
に

す
る
の
が「
あ
な
た
が
そ
こ
ま
で
や
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、次
に
同
じ
よ
う
な
人
が
来
た
と
き
、同

じ
対
応
を
し
な
く
て
は
い
け
な
く
な
る（
平
等

じ
ゃ
な
く
な
る
）の
で
困
る
よ
」と
い
う
先
輩

や
同
僚
の
声
で
す
。で
も
、こ
れ
っ
て
ス
ー
パ
ー

マ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
と
似
て
い
ま
す
よ
ね
。

対
応
す
べ
き
か
、す
べ
き
で
な
い
か
、ど
こ

ま
で
す
べ
き
か
。
そ
の
判
断
基
準
に「
平
等
」

を
重
視
し
過
ぎ
る
と「
何
も
し
な
い
」と
い
う

消
極
的
な
判
断
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん「
平
等
」の
考
え
方
は
大
切
で
す
。

し
か
し
、使
い
方
を
間
違
え
る
と
、な
ん
だ
か

お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
場
面
も
あ

る
の
で
す
。

ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
は
な
れ
な
く
て
も「
で
き

る
こ
と
は
や
ろ
う
」と
い
う
積
極
的
な
精
神

は
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

若
い
人
は
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、年
配
の
人
な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る

ス
ー
パ
ー
マ
ン
。青
い
ボ
デ
ィ
ス
ー
ツ
に
赤

い
マ
ン
ト
。胸
に
は
大
き
な
Ｓ
の
文
字
。普
段

は
、デ
イ
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
社
で
新
聞
記
者

を
し
て
い
る
ク
ラ
ー
ク
・
ケ
ン
ト
は
、誰
か

が
ピ
ン
チ
に
陥
る
と
、ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
変

身
し
て
助
け
に
行
き
ま
す
。

あ
る
時
、彼
の
耳
に「
あ
っ
ち
を
助
け
た
な

ら
こ
っ
ち
も
助
け
な
き
ゃ
ね
」「
そ
う
だ
ね
、

ス
ー
パ
ー
マ
ン
は
平
等
じ
ゃ
な
い
ね
」と
誰

か
の
さ
さ
や
き
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

「
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
。平
等
じ
ゃ
な
い
。

で
も
事
件
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
起
こ
る
し
、

僕
は
一
人
だ
し
…
。み
ん
な
を
助
け
る
こ
と

は
不
可
能
だ
。み
ん
な
を
助
け
な
い
方
が
い

い
の
だ
ろ
う
か
」と
ス
ー
パ
ー
マ
ン
は
考
え

ま
す
。

こ
れ
は
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
と
言

わ
れ
る
も
の
で
す
。「
皆
を
助
け
ら
れ
な
い
な

ら
、誰
も
助
け
な
い
方
が
い
い
」と
い
う
の
は
、

明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
た「
平
等
」の
考
え
方
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

身
近
な
例
で
い
う
と
、特
に
人
と
接
す
る

職
場
で
は
、ど
う
対
応
す
る
か
、ど
こ
ま
で
対

人
権
の
輪
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
ジ
レ
ン
マ

材
料［
４
人
分
］

❖
ぶ
り
の
ア
ラ
…
３
０
０
㌘

❖
ダ
イ
コ
ン
…
５
０
０
㌘

❖
カ
イ
ワ
レ
大
根
…
少
々

❖
米
の
と
ぎ
汁
か
水
と
米
１
つ
ま
み
…
適
量

❖
水
…
１
５
０
㍉
㍑

❖
す
り
シ
ョ
ウ
ガ
…
大
さ
じ
１

❖
み
り
ん
…
大
さ
じ
２

❖
酒
…
大
さ
じ
２

❖
砂
糖
…
大
さ
じ
２

❖
し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ
２

ま
い
づ
る
レ
シ
ピ
帖

簡
単
レ
シ
ピ
で
手
軽
に
ヘ
ル
シ
ー

ぶ
り
ダ
イ
コ
ン

１
人
分 

約
２
６
８
㌔
㌍　
塩
分
約
１
・
４
㌘

舞
鶴
の
食
材
…
ぶ
り
、
ダ
イ
コ
ン｛Ⓐ

作
り
方

①
ぶ
り
の
ア
ラ
は
大
き
め
の
ぶ
つ
切
り
、ダ

イ
コ
ン
は
皮
を
む
き
１・５
㌢
幅
の
半
月
切

り
に
す
る
。

②
鍋
に
ダ
イ
コ
ン
と
米
の
と
ぎ
汁
か
水
と
米

１
つ
ま
み
を
ダ
イ
コ
ン
が
浸
か
る
く
ら
い
入

れ
て
、５
分
程
度
下
ゆ
で
す
る
。網
じ
ゃ
く

し
で
ダ
イ
コ
ン
を
引
き
上
げ
、残
り
の
湯
で

ぶ
り
の
ア
ラ
を
さ
っ
と
湯
通
し
し
て
冷
水
で

汚
れ
を
洗
い
、生
臭
さ
を
取
る
。

③
鍋
に
Ⓐ
を
合
わ
せ
煮
立
た
せ
、②
を
加
え
て

ア
ル
ミ
箔は

く
な
ど
で
落
と
し
蓋
を
し
、中
火
で

煮
汁
が
少
し
残
る
ま
で
15
～
20
分
間
煮
て
火

を
止
め
、そ
の
ま
ま
30
分
～
１
時
間
置
い
て

味
を
な
じ
ま
せ
る
。器
に
煮
汁
と
一
緒
に
盛

り
付
け
、カ
イ
ワ
レ
大
根
を
添
え
る
。

ぶ
り
は
、頭
や
か
ま
の
部
位
に
Ｄ
Ｈ
Ａ
、Ｅ
Ｐ

Ａ（
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
成
分
）を
多
く
含

み
、コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
多
い
で
す
。ダ
イ
コ
ン
を
ゆ

が
く
と
き
、米
の
と
ぎ
汁
か
水
と
米
１
つ
ま
み

を
入
れ
て
ゆ
が
く
と
、ダ
イ
コ
ン
の
ア
ク
が
抜

け
て
う
ま
み
が
増
し
ま
す
よ
。

【
協
力
】谷
口
久
美
子（
食
生
活
指
導
士
）

 Vol.65
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し
た
り
、防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
病
気
に
か
か
る

こ
と
は
問
題
で
あ
る
。医
師
で
あ
っ
て
も
専
門

分
野
で
な
い
人
の
意
見
や
、専
門
家
で
あ
っ
て

も
同
じ
分
野
の
専
門
家
が
賛
同
で
き
な
い
特
異

な
意
見
を
述
べ
る
人
も
い
る
。誤
情
報
の
拡
散

の
連
鎖
が
起
こ
る
と
短
時
間
に
多
く
の
人
に
間

違
っ
た
情
報
が
広
が
る
。

こ
う
い
っ
た
現
象
は
社
会
に
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
と
き
に
起
こ
り
や
す
い
。正
確
な
情
報

を
見
抜
く
に
は
、ま
ず
は
一
人
ひ
と
り
が
初
め
て

聞
く
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、安
易
に
拡
散
さ
せ

な
い
こ
と
で
あ
る
。初
め
て
聞
く
情
報
の
真
偽
は
、

行
政
機
関
な
ど
の
公
的
機
関
や
学
会
な
ど
複
数

の
専
門
家
に
よ
る
科
学
的
な
根
拠
が
示
さ
れ
た

内
容
で
あ
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

し
て
い
る
誰
か
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

意
識
を
持
ち
、簡
単
に
処
分
す
る
の
で
は
な
く

自
分
に
で
き
る
リ
ユ
ー
ス
の
方
法
を
探
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、物
を
修
理
し
て
長
く
使
う
こ
と
や
、

着
な
く
な
っ
た
服
を
違
う
も
の
に
作
り
替
え
る

リ
メ
ー
ク
な
ど
も
リ
ユ
ー
ス
の
取
り
組
み
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、ご
み
と
し
て
出
さ

れ
た
家
具
な
ど
を
修
理
し
、再
生
品
と
し
て
展

示
・
提
供
す
る
取
り
組
み
や
、子

ど
も
服
を
募
集
し
て
必
要
な
人
に

提
供
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

《
生
活
環
境
課
》

身
近
な
リ
ユ
ー
ス
の
取
り
組
み

皆
さ
ん
は
リ
ユ
ー
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

リ
ユ
ー
ス
と
は
、不
要
に
な
っ
た
も
の
を
ご
み

に
せ
ず
、繰
り
返
し
使
う
こ
と
で
す
。

以
前
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
で
、

不
要
な
も
の
を
必
要
な
人
に
販
売
す
る
と
い
う

取
り
組
み
が
主
な
も
の
で
し
た
が
、近
年
で
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
さ
ま
ざ
ま
な
フ
リ
マ
ア
プ

リ
が
登
場
し
、リ
ユ
ー
ス
の
取
り
組
み
が
よ
り

多
様
で
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
に
は
不
要
に
な
っ
た
も
の
も
、必
要
と

ご
み
ブ
ク
ロ
ウ
の

ご
み
講
座

本
州
か
ら
九
州
の
山
地
の
道
端
な
ど
に
生
え

る
つ
る
性
の
多
年
草
。つ
る
は
針
金
状
で
草
や

木
に
巻
き
付
い
て
上
り
、長
さ
は
３
㍍
に
も
な
る
。

葉
は
３
出
複
葉
で
互
生
す
る
。薄
く
、表
面
は
無

毛
、裏
面
は
緑
白
色
で
ま
ば
ら
に
伏
毛
が
あ
る
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
葉
腋
か
ら
花
柄
を
出
し
、長
さ

１・５
～
２
㌢
の
淡
黄
色
の
蝶
形
花
を
た
く
さ
ん

付
け
る
。秋
、豆
果
は
紫
色
に
熟
し
、３
～
５
個

の
種
は
黒
紫
色
で
白
粉
を
か
ぶ
る
。名
前
の
由

来
は
、食
用
の
サ
サ
ゲ
に
似
て
、野
に
生
え
る
こ

と
か
ら
。別
名
キ
ツ
ネ
サ
サ
ゲ
。

ま
い
づ
る
花
図
鑑

【
協
力
】 

瓜
生
勝
朗

 Vol.178

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
性

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
情
報
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
入
手
で
き
る
が
、中
に
は
、

学
術
的
に
は
不
正
確
な
情
報
や
意
図
的
に
発

信
さ
れ
た
偽
情
報
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
場
合

が
あ
る
。国
民
の
関
心
が
高
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る
情
報
、ワ
ク
チ
ン
の

効
果
や
副
反
応
に
つ
い
て
の
情
報
に
は
特
に

注
意
を
要
す
る
。ま
さ
に「
膨
大
な
情
報
の
中

か
ら
必
要
な
情
報
を
抜
き
出
し
吟
味
し
正
し

く
活
用
す
る
力
」す
な
わ
ち「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」

が
求
め
ら
れ
る
。

健
康
維
持
に
必
要
な
医
療
情
報
を
間
違
っ

て
理
解
し
、適
切
な
処
置
を
受
け
る
機
会
を
逃

か
か
り
つ
け
医(

※
）を
持
ち
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
様
子
は
、幼
い
時
ほ
ど
個
人
差
が

大
き
く
、ま
た
、成
長
・
発
達
と
と
も
に
変
化
し

て
い
き
ま
す
。日
頃
か
ら
診
療
や
健
康
管
理
な
ど
、

気
軽
に
相
談
や
指
導
を
受
け
ら
れ
る
身
近
な「
か

か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

※
子
ど
も
の
病
歴
や
健
康
状
態
を
把
握
し
、何

で
も
相
談
で
き
、じ
っ
く
り
診
療
し
て
も
ら

え
る
身
近
な
医
者
の
こ
と
で
す
。

　
《
地
域
医
療
課
》

赤
ち
ゃ
ん
の
鼻
づ
ま
り

寒
い
時
期
に
悩
ま
せ
る
の
が
赤
ち
ゃ
ん
の
鼻

づ
ま
り
。赤
ち
ゃ
ん
は
大
部
分
鼻
で
呼
吸
を
し

て
い
る
の
で
鼻
が
つ
ま
る
と
大
変
し
ん
ど
い
の

で
す
。こ
れ
が
な
か
な
か
厄
介
で「
こ
れ
」と
い

う
良
い
解
決
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
は
ほ
と
ん
ど
無
駄
で
す
が
、ひ
と
つ
の
対

処
方
法
と
し
て
、お
風
呂
に
入
れ
る
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。湯
気
が
鼻
の
粘
膜
を
湿
ら
せ
、体

が
温
ま
る
こ
と
で
粘
膜
の
腫
れ
も
引
き
、ず
い

ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
す
。

監
修 

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

 

副
院
長　

 

小
松
博
史
先
生

小
児
医
療
の
虎
の
巻

ド
ク
タ
ー
Ｔ
の
ひ
と
り
ご
と　
　

　
　
　
　
～
そ
の
１
０
６
～

ノササゲ（マメ科）
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あ
な
た
の
意
見
や
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
！

広
報
ア
ン
ケ
ー
ト

【
広
報
ま
い
づ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
】

　
「
広
報
ま
い
づ
る
」の
内
容
の
満
足
度
は
、

次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
？

　
①
大
変
良
い　
②
良
い

　
③
不
満　
④
大
変
不
満

　
広
報
ま
い
づ
る
11
月
号
で
興
味
・
関
心
を

持っ
た
記
事
は
何
で
す
か
？

　
財
政
事
情
の
特
集
を
読
ん
だ
感
想
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

「
は
が
き（
〒
6
2
5
‐
8
5
5
5（
住
所
不
要
）

舞
鶴
市
役
所
広
報
広
聴
課
あ
て
）」か「
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム（
左
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）」で
①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答 

②
住
所 

③
氏

名（
ふ
り
が
な
） 

④
年
齢 
⑤
電
話
番
号 

⑥
広
報
紙

や
市
政
へ
の
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し
、11
月
25
日

㈭（
消
印
有
効
）ま
で
に
広
報
広
聴
課
へ
。

※
応
募
は
１
人
１
通
。当
選
者
は
全
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
い
た
人
の
中
か
ら

抽
選
で
決
定
。発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

※
い
た
だ
い
た
感
想
、ご
意
見
は
、匿
名
で
広

報
紙
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
．

２
．

３
．

南山城村から移住してきたしいたけ農家が手掛け
る大きな原木しいたけ。温度、湿度、風通しなどの管
理が難しい原木しいたけは、春にミズナラやコナラ、
クヌギの木に菌を植え付け、夏の間に菌を行きわた
らせ、秋に刺激を与えると顔を出します。経験とデー
タを頼りに、水に漬けたり原木を金づちでたたいたり、
手間をかけて大きく育った原木しいたけは、原木な
らではの奥深い味、豊かな香りが特徴です。

今 月 の プ レ ゼ ン ト

【提供】原木椎茸乾農園
（☎090・8336・6782）

乾農園の大きな大きな
「原木しいたけ丸」（１パック） ５名

高
校
生
が
考
え
る

８
月
号
か
ら
連
載
コ
ー
ナ
ー
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）を
市
内
高
校
・
高

専
の
生
徒
・
学
生
が
考
え
て
い
ま
す
。
第
４

回
は
東
舞
鶴
高
校
。１・２
年
生
で
の
総
合
的

な
探
究
の
時
間
を「
マ
イ
ガ
ク
Ⅰ
・
Ⅱ
」と
名

付
け
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
活

動
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度

の
２
年
生「
マ
イ
ガ
ク
Ⅱ
」で
は
、市
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
４
つ
の
視
点
か
ら
捉
え
て
探

究
し
、そ
の
課
題
の
解
決
を
考
察
し
ま
し
た
。

▪
海
洋
ご
み
問
題

現
在
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
現
状

を
分
析
し
、市
役
所
の
人
か
ら
、発
生
の
抑

制
、意
図
的
・
非
意
図
的
な
流
出
の
抑
制
、陸

上
や
河
川
の
美
化
活
動
、海
洋
ご
み
の
回
収

な
ど
の
対
策
が
大
切
と
の
話
を
聞
き
、こ
れ

ら
を
啓
発
す
る
た
め
、楽
し
く
ご
み
を
ご
み

箱
に
捨
て
ら
れ
る「
捨
て
さ
せ
る
看
板
」、心

理
的
効
果
を
考
え
た「
捨
て
さ
せ
な
い
看
板
」、

ご
み
を
拾
う
ほ
ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
変
化
す

る
ア
プ
リ
と
連
動
し
た「
拾
わ
せ
る
看
板
」を
、

芸
術
の
視
点
を
取
り
込
ん
で
製
作
し
ま
し
た
。

▪
少
子
化
問
題

現
状
を
分
析
し
、ま
ず
市
で
結
婚
す
る
人

を
増
や
す
こ
と
を
考
え
、市
役
所
前
か
ら
ス

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フォーラムにも
参加しました

タ
ー
ト
す
る
舞
鶴
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ツ
ア
ー

の
企
画
を
考
え
ま
し
た
。

市
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
」を
取
り

上
げ
て
、明
確
な
答
え
が
な
い
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
で
、予
測
不
可
能
な
こ
と
に
向
き

合
い
乗
り
越
え
る
力
や
課
題
に
対
し
て
解
決

に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
力
、創
造
力
、

協
働
活
動
を
や
り
き
る
力
を
養
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
活
動
は
、８
月
に
開

催
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
モ
デ
ル
事

業
選
定
都
市「
舞
鶴
」担
い
手
連
携
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
発
表
し
ま
し
た
。

第
４
回

23
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11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー
。舞
鶴
市
の
糖
尿
病
服
薬
率
は
府
の
平
均
と
比
べ
て
約

３
㌫
も
高
い
状
況
で
す（
令
和
2
年
デ
ー
タ
）。

市
で
は
こ
れ
ま
で
京
都
府（
中
丹
東
保
健
所
）や
舞
鶴
医
師
会
と
連
携
し「
糖
尿
病
講
演
会
」

を
実
施
す
る
な
ど
、糖
尿
病
の
怖
さ
や
予
防
、改
善
に
つ
い
て
市
民
に
啓
発
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
荒
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
荒
木
義
正
さ
ん
を
は
じ
め
、関
係
者
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の

糖
尿
病
の
現
状
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。 糖

尿
病
と
新
型
コ
ロ
ナ

マ
イ
健
康
通
信

ホ
ッ
ト
な
健
康
情
報
を
お
届
け
！

荒木クリニック 院長
荒木 義正さん

血
糖
値
と
コ
ロ
ナ
の
関
係

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
い
て
も
血
糖
値
が

安
定
し
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
る
人

は
あ
ま
り
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、血
糖
値
が
安
定
し
て
い
な
い
人
は

注
意
が
必
要
で
す
。
血
糖
値
が
安
定
し
な
い

と
白
血
球
の
貪

ど
ん
し
ょ
く食

作
用
が
低
下
す
る
な
ど
免

疫
機
能
が
全
体
的
に
低
下
し
て
い
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

新
し
い
生
活
様
式
で
の
行
動
変
化

通
院
す
る
患
者
さ
ん
で
60
歳
代
以
上
の
人

は
大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

引
き
こ
も
り
も
特
に
な
く
、検
査
数
値
も
あ

ま
り
変
化
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、40
～
50
歳
代
の
患
者
さ
ん
で
は
外

食
な
ど
が
減
り
、栄
養
状
態
が
改
善
し
て
い

る
人
が
い
れ
ば
、反
対
に
外
出
で
き
な
い
ス

ト
レ
ス
な
ど
か
ら
飲
酒
量
が
増
え
て
い
る
人

も
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

糖
尿
病
に
限
ら
ず
、通
院
し
て
い
る
患
者
さ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
と
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
な
に
げ
な
い
会
話

の
中
に
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
果
を
言

う
の
で
は
な
く
、会
話
の
中
で
そ
の
人
に
合
っ

た
改
善
方
法
を
伝
え
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

心
掛
け
て
い
ま
す
。

服
薬
す
る
薬
一
つ
と
っ
て
も
、な
ぜ
、こ
の

薬
に
し
た
の
か
、こ
の
薬
が
ど
の
よ
う
な
作

用
を
し
て
い
る
の
か
を
伝
え
る
こ
と
で
自
身

の
慢
性
疾
患
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、前

向
き
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
、生
活
習
慣
の

改
善
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

間
違
っ
た
知
識

間
違
っ
た
知
識
を
信
じ
込
み
、こ
ち
ら
の
話

を
聞
い
て
く
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
低
糖
質
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、必
要
な
い

人
ま
で
低
糖
質
食
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
。

低
糖
質
は
短
期
的
に
は
改
善
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、長
期
的
に
は
筋
力
の
低
下
な
ど
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、自
分
で
判
断

す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
通
院
し
て
い
る
場

合
は
体
調
や
検
査
結
果
に
変
化
が
あ
っ
た
時

に
改
善
を
促
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
後
ま
で
好
き
な
も
の
を
食
べ
る

時
代
が
変
わ
り
、簡
単
に
食
べ
物
が
手
に

入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
手
軽
に
食
べ
ら

れ
る
も
の
は
糖
質
や
脂
質
に
栄
養
が
偏
り
が

ち
で
す
。
ま
た
、や
わ
ら
か
い
食
品
が
多
く
、

あ
ま
り
噛
ま
ず
に
早
食
い
と
な
る
た
め
、肥

満
に
つ
な
が
り
や
す
い
の
で
す
。さ
ら
に
、舞

鶴
は
土
地
柄
、車
社
会
で
す
。移
動
手
段
が
公

共
交
通
で
歩
く
こ
と
が
多
い
都
会
の
よ
う
に
、

運
動
量
を
増
や
す
機
会
が
な
い
ま
ま
肥
満
に

な
り
、壮
年
期
に
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る

こ
と
が
多
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
ま
で
自
分
が
好
き
な
も
の
を
食
べ
ら

れ
る
体
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
定
期
的
に
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。ど
ん
な
病
気
で
あ
れ
、早

期
に
発
見
し
て
治
療
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。生
活
習
慣
病
で
あ
れ
ば
、上
手
に
付
き

合
っ
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。
今
後
少
し

で
も
患
者
さ
ん
が
健
康
に
な
り
、受
診
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
で
す
。

問 

健
康
づ
く
り
課

　
（
☎
65
・
０
０
６
４
）
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健康教室と相談カレンダー 〈共通〉場所は中総合会館

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止になる場合があります。参加前に電話か市ホームページで開催状況を確認してください。

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

２歳６か月児 H30.11.13～R1.5.16生まれ 11月11日㈭
９時～10時55分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布 

先着20人 300円 前日までに
電話で２歳児 R1.5.17～Ｒ1.11.5生まれ

離乳食教室 ５～６か月児の保護者
11月17日㈬
13時15分～14時15分
14時45分～15時45分

❖離乳食の話
❖来所…先着各

5人
❖オンライン…

先着各 8 人
無料

5 日前まで
に市ホーム
ページで

ア
ル
コ
ー
ル
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス

市
内
の
病
院
で
栄
養
指
導
を
行
っ
た
働
き

盛
り
世
代（
40
～
50
歳
代
）の
多
く
は
飲
み
会

を
自
粛
さ
れ
て
い
る
の
で
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂

取
が
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
飲
食
店
よ

り
自
宅
で
飲
む
ア
ル
コ
ー
ル
量
の
方
が
少
な

い
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
ブ
ド
ウ
糖
の
分
解

を
高
進
さ
せ
、血
糖
値
を
上
げ
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、お
つ
ま
み
を
食
べ
す
ぎ
て
し

ま
う
と
、さ
ら
に
血
糖
値
を
上
げ
る
の
で
お

つ
ま
み
に
も
注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、ア
ル
コ
ー
ル
以
外
で
も
、ス
ポ
ー

ツ
飲
料
な
ど
の
清
涼
飲
料
水
や
果
汁
1
0
0

㌫
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
も
注
意
が
必
要
で
す
。
こ

れ
ら
の
飲
料
に
含
ま
れ
る
糖
質
は
吸
収
が
早

く
高
血
糖
状
態
に
な
る
か
ら
で
す
。
野
菜
を

食
べ
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
が
、こ
こ
数
年
は

ス
ム
ー
ジ
ー
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
が
流
行
し
て

い
ま
す
。
果
汁
を
多
く
含
む
も
の
も
あ
る
の

で
、選
ぶ
際
に
は
、野
菜
の
含
有
量
が
多
い
も

の
を
選
び
、ゆ
っ
く
り「
噛
む
」よ
う
に
し
て

飲
み
ま
し
ょ
う
。野
菜
ジ
ュ
ー
ス
で
は
、食
物

繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
が
不
足
し
や
す
く
、

完
全
に
は
野
菜
の
代
わ
り
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。ま
た
、噛
ま
ず
に
飲
み
込
む
こ
と

で
満
足
感
も
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
、野
菜
の
代
わ
り
に

す
る
の
は
控
え
め
に
し「
飲
む
」よ
り「
食
べ
る
」

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

外
出
自
粛
で
血
糖
値
が
あ
が
る
？

糖
尿
病
の
良
好
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

維
持
に
は
食
事
療
法
や
運
動
療
法
、薬
物
療

法
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
下
で
一
番
影
響
を
受
け
や
す

い
の
は
運
動
療
法
で
す
。
感
染
へ
の
不
安
か

ら
外
出
の
機
会
が
減
り
、活
動
量
が
減
少
す

る
と
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
化
し
て
し
ま

い
ま
す
。

運
動
す
る
と
体
内
で
ブ
ド
ウ
糖
が
す
ぐ
に

消
費
さ
れ
、血
糖
値
が
下
が
り
ま
す
。運
動
を

習
慣
と
し
て
続
け
る
と
、エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取

量
と
消
費
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
り
、血
中

の
ブ
ド
ウ
糖
の
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
イ

京都府栄養士会の皆さん

ン
ス
リ
ン
が
効
き
や
す
い
体
質
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。他
に
も
運
動
は「
血
圧
を
下
げ
る
」

「
中
性
脂
肪
が
減
る
」「
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
に
限
ら
ず
、適
度
な
運
動
を
行
う
こ

と
は
免
疫
を
高
め
て
感
染
症
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
室
内
で
行
え
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
や

体
操
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、時
間
や
場
所
を

工
夫
し
て
1
日
20
分
程
度
を
目
安
に
、体
調

に
合
わ
せ
て
運
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。舞鶴赤十字病院

糖尿病看護認定看護師
角出 孝子さん

中丹東保健所をブルーライトアップ

　11月14日㈰まで中丹東保健所を糖尿病カラーの青色
にライトアップします。糖尿病の予防などには青い丸を
モチーフにした「ブルーサークル」が用いられます。これ
は国連やどこまでも続く空を表す「ブルー」と、団結を表
す「輪」をデザインしたものです。
　市は団体・企業（※）と連携し、今後とも市民の
糖尿病患者や予備群への指導・啓発していきます。

※中丹東保健所、舞鶴医師会、舞鶴歯科医師会、舞鶴薬剤師会、京都府看護協会、京都府臨床検査技師会、京都府歯科衛生士会舞鶴支部、
　京都府栄養士会、京都北部CDEの会、舞鶴市健康づくり応援団体・企業



※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、予

定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
催　
し

引
揚
記
念
館
企
画
展「
二
人
の
母
～
岸
壁

に
立
つ
女
性
た
ち
～
」

時
来
年
１
月
16
日
㈰
ま
で
の
９
時
～
17
時
内
舞

鶴
の
引
き
揚
げ
に
関
わ
っ
た「
二
人
の
母
」の
資

料
を
中
心
に
当
時
の
留
守
家
族
や
舞
鶴
市
民
の

姿
を
紹
介
問
同
館（
☎
68
・
０
８
３
６
）

絵
画
展

時

11
月
２
日
㈫
～
29
日
㈪
場
大
庄
屋
上
野
家

内
油
彩
画
作
品
の
展
示
問
加
佐
地
域
農
業
農
村

活
性
化
セ
ン
タ
ー（
☎
60
・
８
２
０
０
）

中
舞
鶴
の
日
本
遺
産
巡
り

時

11
月
３
日
㈷
９
時
～
12
時
場
中
総
合
会
館
集

合
定
先
着
20
人
他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
電
話
で
中
公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
）へ
。

加
佐
公
民
館 

（
☎
83
・
０
０
３
６
）

▪
加
佐
写
真
展

時

11
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰
９
時
～
17
時（
７
日
は

16
時
ま
で
）内
地
元
の
園
児
た
ち
が
描
い
た
絵
画

も
展
示
予
定

▪
茶
道（
お
茶
会
）体
験
会

時

12
月
４
日
㈯
13
時
30
分
か
ら
対
小
学
生
以
上

定
先
着
15
人
料
２
０
０
円（
茶
菓
子
代
）申
11
月

25
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

▪
年
末
年
始
に
役
立
つ
お
も
て
な
し
料
理
教
室

時

12
月
14
日
㈫
10
時
～
12
時
定
先
着
16
人

料

１
，０
０
０
円（
材
料
代
）
申

12
月
９
日
㈭
ま

で
に
電
話
で
。

舞
鶴
ユ
ネ
ス
コ
協
会（
☎
66
・
１
０
７
２
）

▪
合
同
展

時

11
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰
10
時
～
20
時
場
ら
ぽ
ー

る
内
市
内
小
・
中
学
生
の
絵
画
や
市
内
幼
稚
園
児
、

姉
妹
都
市
の
ナ
ホ
ト
カ
市
・
ポ
ー
ツ
マ
ス
市
、友

好
都
市
大
連
市
の
子
ど
も
達
の
絵
画
を
展
示

▪
ユ
ネ
ス
コ
活
動
学
習
会（
E
S
D
学
習
会
）

時

11
月
20
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
中
総
合
会
館
内

S
D
G
s
に
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
京
都
市
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の

実
践
を
学
び
、舞
鶴
の
文
化
や
産
業
、暮
ら
し
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

申

11
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

▪
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時

11
月
６
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分
内
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
11
月
17
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分
内
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど
対
０
～
２
歳
児

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
11
月
９
日
㈫
11
時
～
11
時
15
分
内
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど
対
０
～
２
歳
児

▪
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト

時

12
月
４
日
㈯
14
時
～
14
時
30
分

内「
朗
読
と
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
彩

い
ろ
ど
り」に

よ
る
朗
読
と

演
奏
定
先
着
20
人
申
電
話
か
窓
口
で
。

▪
読
書
会

時

12
月
６
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内
黒
川
博
行
著『
破
門
』

▪
冬
の
お
た
の
し
み
会

時

12
月
11
日
㈯
10
時
30
分
～
11
時
、14
時
～
14

時
30
分
内
人
形
劇
や
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
。サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登

場
対
幼
児
、小
学
生
定
先
着
各
30
人
申
電
話
か

窓
口
で
。

元
ち
と
せ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

特
別
公
演

時
11
月
７
日
㈰
17
時
30
分
か
ら

場
総
合
文
化
会
館
料
７
，０
０
０
円

申
㈱
Ｃ
Ｃ
Ｒ（
☎
78
・
１
１
８
８
）、イ
ー
プ
ラ
ス

（
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
。

海
軍
舞
鶴
鎮
守
府
開
庁
１
２
０
年　
　
　

記
念
企
画
展「
舞
鶴
都ま
ち市
物
語
」

時

11
月
６
日
㈯
～
29
日
㈪
９
時
～
17
時
場
赤
れ

ん
が
３
号
棟
内「
舞
鶴
都ま

ち市
物
語
～
古
地
図
で

み
る
ま
ち
の
遷
り
変
わ
り
～
」と
題
し
、東
舞
鶴
・

中
舞
鶴
の
鎮
守
府
開
庁
前
後（
江
戸
時
代
～
昭
和

初
期
）の
古
地
図
約
17
枚
を
展
示

問
観
光
振
興
課（
☎
66
・
１
０
２
４
）

11
月
の
お
知
ら
せ

略語の見方　時＝日時　場＝場所・会場　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

【
有
料
広
告
】

▲元ちとせさん



楽
々
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ー
ガ
サ
ロ
ン

時
毎
月
第
１
日
曜
日（
1
月
の
み
第
２
日
曜
日
）、

９
時
30
分
～
11
時
場
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人
問（
一
財
）勤
労
者
福
祉
協
議
会（
☎

64
・
３
２
０
０
）

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
11
月
14
日
㈰
10
時
～
15
時
場
赤
れ
ん
が
４
号
棟

内
手
作
り
雑
貨・ス
イ
ー
ツ
販
売・体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66
・
１
０
９
６
）

小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展

時
・
場
❖
ら
ぽ
ー
る
…
11
月
10
日
㈬
～
16
日
㈫

10
時
～
20
時
❖
さ
と
う
バ
ザ
ー
ル
タ
ウ
ン
舞
鶴

店
…
11
月
17
日
㈬
～
23
日
㈷
９
時
～
21
時
45
分

問
舞
鶴
税
務
署（
☎ 

75
・
０
８
０
１
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

▪
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
11
月
16
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
場
西
総
合
会
館

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

▪
男
性
介
護
者
の
つ
ど
い

時
12
月
３
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
場
中
総
合
会
館

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
男
性
介
護
者

〈
共
通
〉内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど
問
高
齢
者

支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

み
ん
な
の
集
い
演
芸
大
会

時

11
月
24
日
㈬
13
時
～
16
時
場
中
総
合
会
館

内
各
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
芸
発
表

問
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
☎
77
・
８
１
５
５
）

戦
没
者
追
悼
式

時

11
月
20
日
㈯
10
時
か
ら
場
総
合
文
化
会
館

内
式
典
終
了
後
、日
星
高
書
道
部
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
と
西
舞
鶴

高
吹
奏
楽
部
の
合
同
演
奏
を
実
施

申

11
月
12
日
㈮
ま
で
に
福
祉
企
画
課（
☎
66
・

１
０
１
１
）へ（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
の
観
点
か
ら
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
た
め

参
列
を
お
断
り
す
る
場
合
あ
り
）。

収
穫
祭
＆
焼
き
芋
ま
つ
り

時

11
月
21
日
㈰
10
時
～
15
時
内
石
窯
ピ
ザ
体
験

や
テ
ン
ト
市
、焼
き
芋
販
売
、サ
ツ
マ
イ
モ
ス
イ
ー

ツ
の
販
売
な
ど
問
ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・
０

２
３
３
）

D
R
E
A
M 

B
U
B
B
L
E　
　
　
　
　

～
一
夜
限
り
の
夢
の
空
間
～

時

11
月
21
日
㈰
18
時
30
分
～
21
時（
小
雨
決
行
）

場
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
芝
生
広
場
問
商
工
会
議
所

青
年
部
事
務
局（
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
、☎
62
・
４
６
０
０
）

秋
の
自
然
観
察
会
～
多
祢
山
自
然
探
検
隊
～

時

11
月
23
日
㈷
８
時
～
14
時

場
自
然
文
化
園
集
合
内
自
然
観
察
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク「
舞
鶴
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」掲
載
コ
ー

ス
の
多
祢
山
を
観
察
対
市
内
在
住
の
人（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）定
先
着
30
人

申

11
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮
８
時
30
分
～
17
時
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、学
生
の
場
合
は
学
年

を
電
話
で
ま
い
づ
る
環
境
市
民
会
議
事
務
局（
生

活
環
境
課
内
、☎
66
・
１
０
６
４
）へ
。

舞
鶴
鎮
守
府
開
庁
１
２
０
年
記
念
講
座

時

11
月
23
日
㈷
14
時
～
15
時
30
分

場
赤
れ
ん
が
２
号
棟
内
海
軍
史
・
海
軍
料
理
研

究
家
の
高
森
直
史
さ
ん
に
よ
る
講
演「
海
軍
の
食

と
文
化
に
つ
い
て
」
定
先
着
70
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
赤
れ
ん
が
博
物
館（
☎

66
・
１
０
９
５
）へ
。

国
指
定
重
要
文
化
財　
　
　
　
　
　
　
　

行
永
家
住
宅
秋
季
一
般
公
開

時

11
月
23
日
㈷
10
時
～
16
時
場

行
永
家
住
宅

（
小
倉
）問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト 

お
琴
の
時
間

時

12
月
３
日
㈮
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
城
南
会
館
内
箏
演
奏
家
の
立
道
明
美
さ
ん
と

サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
野
田
明
さ
ん
に
よ
る
演
奏

対
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
15
組

申
11
月
15
日
㈪
～
29
日
㈪
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
子

育
て
ひ
ろ
ば
ひ
ま
わ
り（
☎
77
・
０
１
０
２
、ＦＡＸ
77

・
０
５
０
８
）へ
。

障
害
者
文
化
作
品
展

時

12
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
11
時
～
17
時（
５
日
は

10
時
～
15
時
）場
総
合
文
化
会
館
内
障
害
者（
児
）

の
文
化
作
品
を
展
示
、就
労
物
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
な
ど
問
身
障
セ
ン
タ
ー（
☎
63
・
３
０
０
８
）

Wind of Maizuru 毎週木曜日、12 時 40 分～
12時50分。舞鶴のイベント情報などを紹介。

お役立ち情報やイベント情報などを広報番組「パブ
リックラインまいづる」などでお知らせしています。

【
有
料
広
告
】

市の広報番組



定
先
着
10
人
申

11
月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
専

用
申
込
フ
ォ
ー
ム（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）

で
京
都
府
保
育
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
５・２
５
２・６
３
３
３
）へ
。

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
０
０
）

▪
囲
碁
・
将
棋
サ
ロ
ン

時
３
月
７
日
ま
で
の
第
１
月
曜
日（
来
年
１
月
は

17
日
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

▪
健
康
講
座

時

11
月
27
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分
内
理
学
療
法

士
の
伊
藤
清
弘
さ
ん
を
講
師
に
運
動
不
足
解
消
に

つ
な
が
る
簡
単
な
健
康
体
操
教
室
定
先
着
30
人

申
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
電
話
か
窓
口
で
同

セ
ン
タ
ー
へ
。

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

▪Q
-Ren

ボ
デ
ィ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

時
❖
東
体
育
館
…
11
月
5
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
、

14
時
30
分
～
15
時
30
分
❖
文
化
公
園
体
育
館
…

11
月
６
日
か
ら
毎
月
第
２・４
土
曜
日
、19
時
30

分
～
20
時
30
分
料
８
０
０
円
申
電
話
で
東
体
育

館
か
文
化
公
園
体
育
館（
☎
77
・
１
８
５
０
）へ
。

▪
金
剛
院
の
ん
び
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
ク

時
11
月
16
日
㈫
11
時
か
ら（
雨
天
中
止
）場
泉
源
寺

多
目
的
施
設
集
合
料
１
，５
０
０
円
定
先
着
30
人

申
窓
口
か
電
話
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
。

舞
鶴
国
際
交
流
協
会 

 

（
☎
75
・
８
８
０
１
、ＦＡＸ
75
・
８
８
０
２
）

▪
Ｍ
Ｉ
Ａ
に
ほ
ん
ご
教
室

時
毎
週
土
曜
日
、13
時
30
分
～
15
時
、15
時
30
分

～
17
時

料
１
回
１
０
０
円
申
電
話
で
。

▪
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

時

12
月
５
日
～
19
日
の
日
曜
日
、13
時
30
分
～

17
時（
５
日
は
16
時
30
分
ま
で
）

料
１
，０
０
０
円（
資
料
代
）

対
Ｍ
Ｉ
Ａ
に
ほ
ん
ご
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
で
き
る
人
定
先
着
30
人

申
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
電
話
か
郵
送
、フ
ァ

ク
ス
で
同
協
会（
〒
６
２
４
‐
０
８
５
３
市
内
字

南
田
辺
１
）へ
。

〈
共
通
〉場
中
総
合
会
館

青
葉
山
ろ
く
公
園（
☎
・
ＦＡＸ
62
・
２
３
３
９
）

▪
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

時

11
月
９
日
㈫
10
時
～
11
時
定
先
着
10
人

料
８
０
０
円
申
11
月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
窓
口
で
。

▪
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

時

11
月
13
日
㈯
９
時
～
13
時

定
先
着
96
人
料
６
０
０
円

申

11
月
６
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
専
用
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
フ
ァ
ク
ス
か
窓
口
で
。

▪
大
人
の
遠
足「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
座
禅
体
験
」

時

11
月
27
日
㈯
10
時
45
分
～
15
時
30
分

定
先
着
10
人
料
１
，５
０
０
円

申

11
月
20
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
窓
口
で
。

日
本
舞
踊
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

時

12
月
４
日
㈯
15
時
～
17
時
場
総
合
文
化
会
館

対
小
・
中
学
生
定
先
着
15
人

問
同
館（
☎
64
・
０
８
８
０
）

50
日
間〝
歩
王（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）〟チ
ャ
レ
ン
ジ

時

12
月
５
日
㈰
～
来
年
1
月
23
日
㈰
内
仲
間
３

人
１
組
で
チ
ー
ム
を
組
み
、歩
数
を
競
う
対
市

内
在
住
の
20
歳
～
60
歳
未
満
他
優
秀
チ
ー
ム
な

ど
に
は
賞
品
あ
り
。参
加
に
は
ス
マ
ホ
が
必
要
。

申

11
月
８
日
㈪
～
22
日
㈪
に
所
定
の
申
込
用
紙

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）で
健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０

０
６
５
）へ
。

博
愛
苑
利
用
者
の「
創
作
展
」

時

12
月
６
日
㈪
ま
で
の
10
時
～
16
時
場

サ
ロ
ン

「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」
問
同
サ
ロ
ン（
☎
63
・
３
０
０
８
）

き
ょ
う
と
婚
活
応
援
セ
ン
タ
ー
北
部
ス

ポ
ッ
ト（
会
員
登
録
な
ど
）

時

12
月
12
日
㈰
12
時
～
17
時
場
西
駅
交
流
セ
ン

タ
ー
申

12
月
10
日
㈮
ま
で
に
き
ょ
う
と
婚
活
応

援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
７
５・２
２
２・１
１
５
８
）

へ
電
話
で
。

　
教　
室

保
育
士
就
業
サ
ポ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
会

時

11
月
27
日
㈯
13
時
～
16
時
30
分
場
西
駅
交
流

セ
ン
タ
ー
内
市
内
の
園
の
紹
介
や
講
義
な
ど

施設の休館日

■ 田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）　毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
■ 総合文化会館、陶芸館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　
■ 文化公園体育館　第２木曜日　
■ 東体育館　第３木曜日

【
有
料
広
告
】



ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）

▪
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

時

11
月
11
日
㈭
13
時
30
分
～
14
時
30
分

内
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
か
ら
認
知
症
と
認

知
症
の
予
防
方
法
を
学
ぶ

定
先
着
30
人
申
前
日
ま
で
に
電
話
で
。

▪
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
教
室

～
お
せ
ち
料
理
を
つ
く
る
～

時
11
月
26
日
㈮
10
時
～
12
時
定
先
着
16
人

料
１
，０
０
０
円（
材
料
代
）他
託
児
あ
り（
要
予
約
）

申
11
月
18
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

▪
中
高
年
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

時

11
月
27
日
、12
月
25
日
、１
月
29
日
の
土
曜
日
、

10
時
～
14
時
内「
ゆ
う
薬
局
」管
理
栄
養
士
か
ら

料
理
の
基
礎
を
学
ぶ
対
市
内
在
住
の
50
歳
以
上

の
男
性（
料
理
が
苦
手
な
人
歓
迎
）定
12
人（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）料
１
回
７
０
０
円（
材
料
代
）

申

11
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

▪
冬
の
薬
膳
料
理
教
室

時
12
月
3
日
㈮
9
時
30
分
～
12
時
定
先
着
16
人

料
１
，１
０
０
円（
材
料
代
）
申

11
月
25
日
㈭
ま
で

に
電
話
で
。

救
急
講
習（
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
）

時

11
月
18
日
㈭
19
時
～
20
時
場
東
消
防
署
・
防

災
セ
ン
タ
ー
定
先
着
20
人

申
電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）へ
。

西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）

▪
ち
く
ち
く
小
さ
な
着
物
教
室

時

11
月
25
日
～
12
月
23
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

に
計
５
回
、10
時
～
11
時
30
分
内
古
い
着
物
か

ら
壁
掛
け
用
の
ミ
ニ
着
物
を
作
る
定
先
着
10
人

料
３
０
０
円（
材
料
代
）申
11
月
16
日
㈫
ま
で
に

電
話
で
。

▪
寄
せ
植
え
教
室

時

12
月
４
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
定
先
着
15
人

料
３
，５
０
０
円（
材
料
代
）

申

11
月
20
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
お
も
て
な
し
料
理
教
室

時

12
月
12
日
㈰
9
時
30
分
～
12
時
定
先
着
15
人

料
１
，１
０
０
円（
材
料
代
）

申

11
月
27
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
し
め
縄
教
室

時

12
月
18
日
㈯
10
時
～
12
時
定
先
着
20
人

料
３
０
０
円（
材
料
代
）申
11
月
27
日
㈯
ま
で
に

電
話
で
。

〈
共
通
〉対
市
内
在
住
の
人

陶
芸
館 

子
ど
も
ろ
く
ろ
体
験

時

11
月
27
日
㈯
10
時
～
12
時
、13
時
30
分
～
15

時
30
分
定
各
回
10
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

料

１
，５
０
０
円
対
小
学
生
以
上
申

11
月
20
日

㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
64
・
３
２
６
３
）へ
。

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校
公
開

講
座

時

11
月
27
日
㈯
13
時
～
15
時
30
分

内「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
指
ヨ
ガ
」を
テ
ー
マ
に

講
演

定
先
着
20
人
申
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
同
校（
☎
63・
４
３
３
８
、ＦＡＸ
63・
３
０
１
４
、）へ
。

年
末
調
整
説
明
会
・
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会

時

11
月
30
日
㈫
13
時
～
16
時

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
人

申

11
月
24
日
㈬
ま
で
に
舞
鶴
納
税
協
会（
☎
75
・

０
７
２
７
）へ
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
再
生
工
作
教
室

時

12
月
３
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

内
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
小
物
家
具
を
修

理
し
、再
生
定
先
着
４
人

申

11
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮
に
電
話
で
同
プ
ラ
ザ

（
☎
64
・
７
２
２
２
）へ
。

「
語
り
部
」養
成
講
座

時

12
月
４
日
～
来
年
２
月
26
日
の
土
曜
日
に
計

６
回（
学
生
は
５
回
）、13
時
～
16
時

場
引
揚
記
念
館

定
先
着
40
人（
一
般
20
人
、学
生
20
人
）

申

11
月
26
日
㈮
ま
で
に
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
館（
☎
68
・

０
８
３
６
、ＦＡＸ
68
・
０
３
７
０
）へ
。

生
け
花
講
座

時

12
月
４
日
㈯
９
時
～
10
時
30
分

場
総
合
文
化
会
館
対
市
内
在
住
の
障
害
者

定
先
着
10
人
料
２
，５
０
０
円

申

11
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
身

障
セ
ン
タ
ー（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４

６
）へ
。

施設の休館日

■ 中公民館　第４月曜日　　■ 西公民館　第３水曜日
■ まなびあむ、南・加佐公民館、大浦・城南会館　毎週月曜日
■ 東図書館　毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
■ 西図書館　毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】



▪高齢者・障害者権利擁護相談…高齢者支援課（☎66・1012）
▪男性・女性のためのカウンセリング…人権啓発推進課(☎66・1022）　
▪定例教育委員会…教育総務課（☎66・1070）
▪聞こえの相談…聴言センター（☎64・3911、ＦＡＸ64・3912）
▪療育相談…生活支援センターみずなぎ（☎64・3766）

そ
ば
づ
く
り
教
室

時

12
月
８
日
㈬
９
時
30
分
～
12
時
場
南
公
民
館

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
定
先
着
15
人

料

１
，０
０
０
円
申

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話

か
窓
口
で
同
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）へ
。

　
募　
集

自
衛
官
な
ど　
　
　
　
　
　
　
　

▪
自
衛
官
候
補
生

時
11
月
20
日
㈯

場
陸
上
自
衛
隊
宇
治
駐
屯
地（
宇
治
市
）

対

18
～
33
歳
未
満

申

２
～
３
年
の
任
期
制
自
衛
官
コ
ー
ス
。記
載

の
ほ
か
、年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
中
。ウ
ェ
ブ

試
験
も
実
施
可
能
。自
宅
か
ら
筆
記
試
験
の
み

受
験
可
。

▪
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
男
子
：

一
般
・
推
薦
）

時
・
場
❖
一
般
一
次
試
験
…
来
年
１
月
22
日
㈯

か
23
日
㈰
の
指
定
す
る
１
日
、京
都
地
方
合
同
庁

舎（
京
都
市
）、陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐
屯
地（
福

知
山
市
）（
福
知
山
駐
屯
地
は
22
日
の
み
）❖
推
薦

…
来
年
１
月
８
日
㈯
～
11
日
㈫
ま
で
の
指
定
す

る
１
日
、陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地（
伊
丹
市
）

対
来
年
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）

申
❖
一
般
…
11
月
１
日
㈪
～
来
年
１
月
14
日
㈮

❖
推
薦
…
11
月
１
日
㈪
～
12
月
３
日
㈮
。

〈
共
通
〉問
舞
鶴
地
域
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

　
子
育
て

あ
そ
び
あ
む（
☎
65
・
５
０
５
０
）

▪
わ
く
わ
く
デ
イ

時

11
月
５
日
㈮
・
19
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時

内
乳
児
専
用
拡
大
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
遊
ぶ

対
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

▪
０
歳
あ
そ
び
の
体
験
～
し
ぜ
ん
と
あ
そ
ぶ
～

時

11
月
10
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

▪
１
歳
あ
そ
び
の
体
験
～
し
ぜ
ん
と
あ
そ
ぶ
～

時

11
月
10
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
～
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

▪
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
び
の
体
験

～
音
と
あ
そ
ぶ
～

時
11
月
14
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時
対
４
か
月
～
１

歳
６
か
月
児
と
そ
の
父
親（
夫
婦
で
の
参
加
可
）

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
０
１
０
３
）

▪
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時

11
月
10
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時
内
多
胎
児
親

子
の
交
流
と
情
報
交
換
対
多
胎
児
を
育
て
て
い

る
親
と
そ
の
子
ど
も
、多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

▪
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時

11
月
15
日
㈪
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
よ
み
か
た
り
、

子
育
て
の
お
話
、母
親
同
士
の
交
流

対
妊
娠
中
の
人
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

〈
共
通
〉場
中
総
合
会
館

　
そ
の
他

JR
東
・
西
舞
鶴
駅
の
窓
口
営
業
時
間
の
短
縮

　
JR
東
舞
鶴
と
西
舞
鶴
駅
で
の「
係
員
が
対
応
す

る
時
間
」と「
駅
窓
口
対
応
時
間
」が
次
の
時
間

に
短
縮
と
な
り
ま
し
た
。

❖ 

係
員
が
対
応
す
る
時
間
…
８
時
～
19
時（
西
舞

鶴
駅
は
８
時
15
分
～
19
時
10
分
）

❖
駅
窓
口
対
応
時
間
…
９
時
～
18
時（
西
舞
鶴
駅

で
は
す
で
に
窓
口
対
応
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）

問
企
画
政
策
課（
☎
66
・
１
０
４
２
）

秋
季
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日
㈫
～
15
日
㈪
は「
お
う
ち
時
間　
家

族
で
点
検　
火
の
始
末
」を
統
一
標
語
に
秋
季
火

災
予
防
運
動
を
実
施
。

　
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、住
宅
用
火
災
警

報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、10
年
を
目
安
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

《
消
防
本
部
》

歳
末
友
愛
運
動
に
ご
協
力
を

　

11
月
21
日
㈰
～
12
月
20
日
㈪
は「
つ
な
が
り　

さ
さ
え
あ
う　
み
ん
な
の
地
域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に「
歳
末
友
愛
運
動
」を
展
開
。各
自
治
会

を
通
じ
て
戸
別
募
金
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
舞
鶴
市
共
同
募
金
委
員
会（
社
会
福
祉
協
議
会

内
、☎
62
・
７
０
４
４
）

観光・イベント・スポーツなどに関する
舞鶴の魅力を PR する動画など

市公式 Facebook
イベントなどの旬な情報をお届け

Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（YouTube）

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】



《カレンダーの問い合わせ先》 ▪身体障害者相談…障害福祉・国民年金課（☎66・1033、ＦＡＸ62・7957）
▪司法書士、弁護士市民法律相談、巡回市民、行政書士、税理士、行政、公証人、土地家屋調査士相談…市民課（☎66・1006）
▪ひきこもり支援巡回相談、FPによる家計相談…生活支援相談センター（☎66・5001）
▪看護職就業相談会…府北部看護職支援センター（☎0772・46・9002）
▪ひとり親家庭就労相談…府ひとり親家庭自立支援センター(☎0773・23・2771)
▪出張がん個別相談…府がん総合相談支援センター(☎0120・078・394) 
▪人権相談・特設人権相談…法務局舞鶴支局（☎76・0858）
▪非正規雇用女性等就労相談…北京都ジョブパーク（☎0773・22・3815）

●舞鶴市休日急病診療所（舞鶴医療センター敷地内）の内科一次救急診療
受診は、９時〜12時と13時〜17時（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）。
まずは電話で事前に症状などをお伝えください。

●休日・土曜日の救急・急病診療（内科、外科）
　できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症などの緊急を要しな

い場合には、できる限り平日の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を。
●休日の小児科一次診療　受け付けは、17時30分まで。
●土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

❖小児科…西村医院（浜、☎ 63・5456）
❖内科系…肥後内科医院（浜、☎ 62・0359）、  大西医院（浜、☎ 62・0116）、 
    鳥井医院（倉谷、 ☎ 75・3111）
※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを。

●休日に開局している処方せん対応薬局　開局時間９時～ 17 時
　 ❖３日㈷ ・ 14 日㈰ …まいづる薬局国立前（倉梯町、☎ 65・1188）
　 ❖７日㈰・28 日㈰ … まいづる薬局本店（桃山町、☎ 66・3311）
　 ❖ 23 日㈷  … フラワー薬局舞鶴店（浜、☎ 65・2277）

11
Ｎｏｖｅｍｂｅｒ

休 日診療
　納期 ： 11月30日㈫
❖固定資産税３期　❖国民健康保険料６期
❖介護保険料６期　❖後期高齢者医療保険料５期

納 期のお知らせ

休 日・土曜日の水道修理
　当番会社 … ㈱マイベイ （☎63・7557、 営業時間：８時〜17時）

献 血の日程

リ サイクルプラザの休場
７日㈰  ・ 13日㈯  ・ 21日㈰  ・ 26日㈮  〜 30日㈫ 

21日㈰ 9時30分〜11時15分、13時〜15時30分…らぽーる
※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催。

霜月

ひとり親家庭就労相談
　10:00 ～ 16:00
　西総合会館

ひとり親家庭就労相談
　10:00 ～ 16:00
　市役所別館

●マザーズジョブ 
カフェ巡回相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

土地家屋調査士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

公証人相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●看護職就業相談
　13:30 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

●福祉のお仕事出張
  相談
　13:00 ～ 17:00
　ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談

　10:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

●就職個別相談
　10:00 ～ 16:00
　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

FP による家計相談
　11:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 16:00
　市役所本館 

※申し込みが必要

27

26

19

25

18

24

17

16

８

※●印は救急診療関連情報　●印は弁護士法律相談情報

６

12９ 11

20

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

看護職就業相談会
13:30 ～ 15:00

　ハローワーク舞鶴

ひきこもり支援巡回相談 
9:00 ～ 12:00

　市役所本館 
※申し込みが必要

人権なんでもお気軽
相談（電話も可） 

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00

　法務局舞鶴支局

13

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

聞こえの相談 
13:00 ～ 16:00
聴言センター

22

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

3029

人権なんでもお気
軽相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

10
●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴赤十字病院
　☎ 75・4175

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴共済病院 
 ☎ 62・2510

●就職個別相談
　10:00 ～ 16:00
　ジョブ・サポ

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

  舞鶴市休日急病診   
  療所の内科一次救急
  診療 ☎ 63・4970

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

  舞鶴市休日急病診   
  療所の内科一次救急
  診療 ☎ 63・4970

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

28

  舞鶴市休日急病診   
  療所の内科一次救急
  診療 ☎ 63・4970
●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

  舞鶴市休日急病診   
  療所の内科一次救急
  診療 ☎ 63・4970

14

21

１

●弁護士市民法律相談 
13:00 から

　市役所本館
　※11/17、8:30～　
　　  12:00に申し込み。
　　  定員 11 人（抽選）

出張がん個別相談 
　13:30 ～ 15:30
　中丹東保健所
   ※申し込みが必要

人権なんでもお気
軽相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

▪高齢者・障害者権利擁護相談…高齢者支援課（☎66・1012）
▪男性・女性のためのカウンセリング…人権啓発推進課(☎66・1022）　
▪定例教育委員会…教育総務課（☎66・1070）
▪聞こえの相談…聴言センター（☎64・3911、ＦＡＸ64・3912）
▪療育相談…生活支援センターみずなぎ（☎64・3766）

15

５

７

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴共済病院 
 ☎ 62・2510

行政書士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

税理士相談
　9:00 ～ 12:00
　市役所本館

行政相談
　14:00 ～ 15:30
　西総合会館

特設人権相談
　13:00 ～ 16:00
　中丹広域振興局

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

巡回市民相談
　14:00 ～ 15:30
　西総合会館

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

日 月 火 水 木 金 土
１１ １２ ３ １４

23

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

▪ごみの収集
３日の祝日は可燃
ごみの収集を休み
ます。

▪ごみの収集
23 日の祝日は可
燃ごみの収集を
休みます。

●各種就業相談 
ジョブ・サポ 
まいづる 
☎ 63・0810 

【舞鶴企業・就職応援
ネットも公開中】

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

非正規雇用女性等就
労相談
　10:00 ～ 12:00
　フレアス舞鶴

高齢者・障害者権利
擁護相談（財産管理・
遺産相続・遺言など）
　13:00 から 
　市役所別館
　※申し込みが必要
　　先着 3 人
男性・女性のための
カウンセリング 
　13:00 ～ 15:50
　フレアス舞鶴
   ※申し込みが必要定例教育委員会

14:00 から 
市役所別館

司法書士法律相談
13:30 ～ 16:30
市役所本館 
※申し込み優先 
　定員 12 人

男性・女性のための
カウンセリング 
　13:00 ～ 15:50
　フレアス舞鶴
   ※申し込みが必要

●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

▪ごみの収集
26 日の振替で不
燃ごみを収集し
ます。

▪ごみの収集
20 日に振替のた
め不燃ごみの収
集はありません。



舞
鶴

市
公

式
LIN

E
ア

カ
ウ

ン
ト

防
災

情
報

、
市

政
・

イ
ベ

ン
ト

情
報

な
ど

▶
登

録
は

、
こ

ち
ら

の
コ

ー
ド

か
ら

　
広

報
ま

い
づ

る
11月

号
発

行
・

舞
鶴

市
（

〒
6
2
5
-8

5
5
5
 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1
0
4
4
、

☎
6
2
・

2
3
0
0
）

※
☎
…
舞
鶴
市
内
の
電
話
番
号
で
は
市
外
局
番
（
0773）

を
省
略
し
て
い
ま
す
。

編
集
・
広
報
広
聴
課
（
☎
66・

1041、
ＦＡＸ
62・

7951）　
　
基
本
デ
ザ
イ
ン
、
一
部
編
集
、
印
刷
・
有
限
会
社
多
田
印
刷
所

こ
れ
は「
舞
鶴
の
ま
ち
を
内
側
か
ら
元
気
に

し
た
い
」「
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
ま
ち
へ
の

誇
り
や
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
の
思
い
で
、

舞
鶴
市
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ディン
グ
メ
ン
バ
ー
で
考

案
し
、審
査
・
市
民
投
票
を
経
て
決
定
し
た
市

の
キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー
。

「
ヅ
ル
い
い
」は「
舞
鶴
良
い
!（
マ
イ
ヅ
ル

イ
イ
）」と
い
う
ポ
ジ
ティ
ブ
な
言
葉
。「
う
ら
や

ま
し
い
」と
い
う
意
味
で
の「
ズ
ル
イ
」と「
マ
イ

ヅ
ル
」の「
ヅ
ル
」で
韻
を
踏
ん
だ
造
語
で「
舞
鶴

っ
ぽ
い
」「
舞
鶴
ら
し
い
」と
い
う
意
味
を
持
つ「

舞
鶴
語
」と
し
て
定
着
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
地
元
の
こ
と
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
い「
舞
鶴
い
い
!
」と
思
っ
て

も
ら
う
た
め
、幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
親
し

み
や
す
く
、活
用
し
や
す
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
７

月
８
日
～
８
月
31
日
ま
で
募
集
。応
募
い
た
だ

い
た
88
点
の
中
か
ら「「
ヅ
ル
い
い
!
舞
鶴
」

の
趣
旨
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
か
」「
親
し
み

や
す
く
、幅
広
く
活
用
で
き
る
か
」な
ど
を
重

「
ヅ
ル
い
い
!
舞
鶴
」

点
に
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
で
５
つ
に
絞

り
ま
し
た
。

最
終
審
査
員
は
、あ
な
た
で
す
。こ
の
投
票
で

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
ぴ
っ
た
り
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
決
定
し
ま
す
。ぜ
ひ
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
投
票
期
間
】

11
月
14
日
㈰
ま
で

【
投
票
方
法
】

▪
ウ
ェ
ブ

専
用
投
票
フ
ォ
ー
ム（
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）か
ら
。

▪
投
票
用
紙

市
役
所
本
庁
、西
支
所
、加
佐
分
室
に
投
票

箱
と
投
票
用
紙
を
備
え
付
け
。

【
投
票
結
果
】

11
月
下
旬
発
表
予
定

選
ば
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
投
票
し
た
人
の

中
で
、投
票
番
号
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
の

全
て
記
入
い
た
だ
い
た
人
の
中
か
ら
、抽
選
で

30
人
に
海
軍
舞
鶴
鎮
守
府
開
庁
1
2
0
年
記

念
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。何
が
当
た
る
か
は
、

届
い
て
か
ら
の
お
楽
し
み
に
!

問
広
報
広
聴
課（
☎
66
・
1
0
4
1
）

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
投
票

ロ
ゴマ
ー
ク
の
投
票
を

　
　
～
あ
な
た
の
1
票
で
決
ま
る
～

① ②

③ ④

⑤ 【作品に込められた思い】
①鶴が翼で「いいね」をしてる形態を表現。赤丸は鶴の丹頂を表わし、
Good を強調
②「感嘆符」をモチーフとして「舞鶴良い !」の感動の気持ちをアイコン化
③ SNS などの「いいね」マークと鶴が羽を広げて舞う姿を融合。右上がり
にすることで元気になるという意味
④鶴がエッヘン ! と勝ち誇っているような表情で「ヅルいい !」を表現
⑤赤れんがと海をイメージし、海の波は舞鶴の頭文字 M を模して、ニヤッ
と口角を上げてドヤ顔のイメージ

投
票
の
特
典


